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豊翻英雄と草創期の幼隷趨教育に関する研究(5)
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江戸末期の弘化2年 (1846)に生まれ、元々学問が好きだった農田英雄は、結婚した夫小太郎が暗
殺されると、夫の遺志を継ぐために改めて学問の道を志し、次いで教育者の道を歩むことになる。
本稿では、東京女子師範学校教員として抜擢された豊田英雄が出会うことになった女子教育はいか
なる背景から生まれてきたのか、また、それはどのような展開をしつつあったのか、そして、英雄は
それとどう関わっていったのかを明らかにしている。
江戸期の「女に学聞はいらないJという考え方は、明治の半ば過ぎまで尾をヲiいており、明治前半
まで、の女子教育はいわば種蒔きの時代であったといえる。すぐに枯れてしまう苗も多かったが、様々
な障害を乗り越え、成長し続けて見事に大樹に育ったものもある。この種蒔きの時代がなければ後代
の女子教育の按輿はあり得ないのである。
わが国近代の女子学校教育の発達は)[1買風満帆に成し遂げられたものではない。ある時には前進する
が、ある時には停滞し、またある時には逆行するといった符余曲折を経ながら展開してきたのである。
この時代の女子教育史は、豊田英雄のような教える側の女性と、教わる側の女f生らが、新しい時代
にどう挑んでいったかを描くことでもあり、女性が社会的に進出していったプロセスを浮かび上がら
せることでもある。
各覆女学校の誕生と東京女子師範学技の創設
1.1 明治前期教育の五つの箭閤
本稿の呂的は、江戸時代末期に生まれ、結婚した夫小太郎が暗殺された後、学問を志し、教育者の道を
歩み始めた豊田英雄が、東京女子師範学校教師として、明治初期における変転する新しい時代の教育とど
う切り結んでいったかを明らかにすることである。
佐賀大学文化教育学部教科教育議座
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東京女子師範学校と悶校附属幼椎闘の創設の経緯や教育内容の輪郭に関しては、女子教育史、幼児教育
史の論文、著書等ですでに数多く記述されている。しかし、豊田英雄個人の苦闘の軌跡を的確に描写し、
東京女子師範学校及び同校附麗幼稚菌での教育内容、方法の実相を浮き彫りにするために、その背景につ
いても触れることにしたい。
維新を遂げた明治新政府は、わが国が商欧列強に追いつき、それらと伍していくために富盟強兵策を国
家政策の柱とする。新政府はわが臨の近代化を進めるために、国家的レベルにおいて殖産興業の振興、
通教育の確立、戸籍の整備、徴兵制の施行を急ぐことになるのである。
明治前半の教育の大きな節目立、明治5年 (1872)前後と、明治13年 (1881)前後、明治19年 (1886)
訴後の3囲訪れている、と考える。
第一の節告についていえば、新政府の中にも教育を担当する部署はあったが、文教の要文部省が正式に
されるのは、明治4年(1871)7月18日のことである。また、明治4年 (1871)1丹には、条約改正
の予備交渉と欧米の政治、殖産、教育、文化等を視察することを自的とする、長期に渡る大掛かりな、
倉具視遣外使節団が派遣されている。さらに、何といっても明治5年 (1872)には、近代学校教育制度を
摺家的レベルで定めた「学制Jが公布されている。また、民開においても、明治6年 (1873)、森有礼
が主唱して、福沢諭吉、中村正夜、箕作麟祥ら当時の先進的文化人を横甑・する結社「明六社jが設立され
ている。新しい時代の教育、文化の胎動である。また、政治的な動きとしては「明治6年の政変jがあり、
これが後々、わが臨の政治、経済、教育、文化等に与えた影響には大きいものがある。
第二の節目は、明治13年 (1880)前後である。初代文部卿は旧佐賀藩出身の大木喬任であったがそう
くは続かず、明治初年にはしばしば文部卿を欠くという事情があり、文部行政の大半は文部官僚田
暦が取り仕切っている。しかし、明治12年 (1879)9月初日、田中が中心となって作成した「教育令Jが
あまりにも自由主義的であるとして、復古主義派の政治家、儒学者らの大きな反発を買い、明治13年(1880)
3月、田中は突然文部官僚から外され、司法郷への転任が命ぜられている。見た自にはー庄、栄転であるが
事実上の文部大輔解託である。明治14年 (1881)には、大隈重信が政府部内で国会の開設、憲法の制定に
ついて急進的な発言をしたということで免官になるという、「明治14年の政変Jも発生しているが、これ
らは維新後の欧化主義、開化主義に対する反動勢力の表面化を示すものでもある。
一方で、は、民権派の声の高まりを鎮めるために、政府は、明治13年 (1880)、「暁治23年 (1890)に闇会
を開設するjとの告知をせざるを得なくなる。また、明治14年 (1881)には、板損退助らによる自由党が
結成されている。さらに、文化商においても、明治15年 (1882)には、欧化主義の小山正太郎と関粋主義
の開倉天心の間で激しい鉛筆商毛筆画得失論争が生まれている。明治13年 (1881)頃を境に、政治上だけ
でなく、教育、文化など各側面においても欧化主義と国粋主義が、相対立し、絡み合いながら進行するこ
とになるのである。
第三の節自は、明治19年 (1886)、初代文部大毘森有札の主導によって「諸学校令Jが作られ、国家
主義的教育が確立された時期である。国家主義、復古主義の教育登場の背景には、欧化主義を国体の危機
と捉え、{語教による国家作りを第一義と信じ込んでいた侍講元自永字の存在がある。元田は、福沢論古な
どの個人主義的、開化主義的教育観とは真っ向から対立し、国家主義的傾向を深める森 有礼ですら欧化
主義の権化だと断じ、森の文部大臣就任に反対を表明した人物である。
1.2 明治前半の教育の動きと女子教育
明治初年から明治13年 (1880)頃までは、教育は掴家主義的というよりは、個人主義的で、自由主義的
な色彩が濃かったといえる。明治5年 (1872)の「学制Jは、壮大で臨一的な教育プランではあるが、
豊田英雄と革審Ij郊の幼稚園教育に関する研究(5)
一愛臼英雄と明治前半期の女子教育との関わり一 37 
本的には国民皆学、実学主義、立身出世主義が譲われており、個人主義的で自由主義的な色彩を保ってい
る。
また、田中主導によって、明治12年(1879)9丹29日、学制を改正してアメリカの教育制度に倣った「教
育令jはより自由主義的で、地方分権的であり、学広告Ijを躍止し、小学校の設立経営を町村の自由裁量と
し、義務教育年践をと短縮するが、就学率の低下と学力の低下を懸念する文部行政批判が沸き起こり、既述
のように、九州を学事巡視中、大分を訪れていた田中は電報で東京に呼び戻され、文部大輔の解任が申し
渡され、司法榔へ転出することになる。田中不二麿主導による「教育令jは、新に文部大輔となった河野
敏鎌によって藍ちに改正され、明治13年 (1880)12月28日、中央集権的な「改正教育令jとして布告され
ている。こうした動きは東京女子師範学校等においても無関係ではない。明治13年 (1880)5月、キリス
ト教信者で、開化主義者であった中村正査は東京女子師範学校摂理を辞め、東京大学に転じるが、その後
任には指)j~美静が開校摂理として送り込まれることになる。
福羽は、平田派の留学を学んだ者の中では、比較的開化主義的で、教養豊かな人物であり、女子教育の
必要性なども強苦毒するが、福)j;jのいう女子教脊は、女性の社会的解放に繋がるものではなく、むしろ女性
を家庭に偶じ込めようとする古い教育観である。当時、開校の生徒で英雄と同じ!日水戸藩出身の青山千世
(山)1菊栄の母)は次のように述懐している。
中村先生も向時に学校を去り、そのあとに福)j;j美静氏が校長としてのりこみました。この人は播ナトi小
野藩の草履取りから出て子爵にまでなった立志伝的人物ですが、平田派の留学者でー注;前村による
中略一日本の天皇が世界を征服する日が遠くないと信じ、日清戦争のときも、日露戦争のときも、こ
れは神代の昔からきまっていたことで、いよいよ日本が地球の上に君臨する日が来たと信じていた人
でした。反動化した明治政府が中村先生のあとにこの人をもってきたのは偶然で、なく、きのうまでの
「男女問権j、「独立自立Jのスローガンは「女は女らしくjときりかえられ、 f西国立志縞jは f女
大学』に変り、生徒に小倉袴をぬがせて大きな帯をしよわせ、高島田、薄化粧で礼式のけいこをさせ
るようになり、創立当時の趣意とは逆の方向に梶がとられましたω。
古い観念を日佐々諾々として受け入れた従来の女性とは違って、当時の血気盛んな若い女学生にとって、
この学校の変化は我'1愛できないほどの変わりようだ、ったのである。
また、明治18年 (1885)12丹12日、第三の教育の節目の中心人物となる初代文部大臣の森 有礼は、諸
学校令の作成を開始し、翌年春それらを公布し、国家主義的教育の確立を急いだ。詳しくは後に述べるが、
この時も、東京女子師範学校は、この流れに無関係ではなく、男子の東京師範学校と合併させられるとい
う事態を招いている。
しかし、この時代、有為転変する官立、公立の学校には、教育理念の一貫性がないと断じ、東京女子師
範学校の宮)1保全、渡辺辰五部らは学校を辞め、東京師範学校、東京高等女学校に移った竹村千佐、
英雄、鳩山春子など!日女子部範の教員らと共に、共立女子職業学校(現共立女子学額)を創設するといっ
たように、有為の士の中には揺るぎない建学精神を髄いあげる私立学校を創る者も少なくなかった。
1 • 3 女学校の勤き
明治初期、女学校という名称を用いる学校は、単に女子小学校を指す場合と、中等学校を意味する女学
校とが混在していることは注意しておくべきである。先にも触れた、農田英雄が教師をしていた水戸の発
桜女学校や、視腕高絢子が名古屋で教師をしていた挑天女学校、多賀泰子(注;生まれた時は渡辺姓である
38 前村 晃
が維新後一家そろって多費姓に変える。後の鳩山泰子)が郷里で一時通っていた松本の成安寺女学校(開
智小学校の前身)などは女子小学校と呼ぶべきものである。
東京女子師範学校が設立される明治8年 (1875)填までの女子教育の学校としては f東京の女子教育j(討
を参考にすると、次のようなものがある。
'A六番女学校(明3、築地居留地内、ミッション系)
・芳英女塾(明4、斎藤女学校)
-東京女学校(明5、官立)
-開拓使女学校(明5、開拓使庁)
・女学校(明5・4、京都)
・水交女塾(明 5)
-上田女学校(明 5)
・8六番女学校(明6、築地居留地)
-女子小学校(明7、築地居留地、ミッション系、津閤 仙絡む)
・知新塾(明8・1) 
・喜闇英和女学校(明8、ミッション系、森 有礼邸敷地)
・女紅学舎(明 8)
・三浦女学校(明8) 
-在JlI県第一女子師範学校(明8・5) 
・跡見女学校(明 8. 11) 
これらの学校の教育内容は、 j葉学と習字を教えるところから、漢学と英学を中心とするところ、英学を
中心とするところ、漢学、英学、算数、理科、裁縫など諸教科に力を入れているところなど様々である。
特に、この墳の官立系の女子教育の動きとして注自すべきものには、明治 5年 (1872) 2月、東京女子
師範学校より一足早く創設された官立女学校(当初、共立学校とも称される)がある。学制頒布の半年前
のことである。明治4年 (1871)12月、文部省は開校予定の官立女学校の入学志願者に向けた文部省布令
を出す。この布令には次のように記されているω
人々ソノ家業ヲ昌ンニシ是ヲヨク保ツ所以ノモノハ男女ヲ論セス各ソノ職分ヲ知ルニヨレリ今男子ノ
学校ハ設ケアレドモ女子ノ教ハ未ダ備ラズ故ニ今般西洋ノ女教師ヲ麗ヒ共立ノ女学校相関き華族ヨ 1)
ツケトドケ
平民ニ至ルマデ授業料ヲ出シ候ハ、入校サシ許シイ展開志願ノモノハ向フ申正月ト五日マデ当者へ顧ヒ
出ベキ事
この学校は、明治5年 (1872)11月、竹平町に移り官立東京女学校(通称竹措女学校)と改称している。
当初は入学者年齢を 8歳から15歳とし、修業年限を 6年としており、 8歳入学者もあるという点でこの時
期はまだ純然たる中等学校とはいえない。
この学校では、文部省布令にあるように外国人教締3名が震われており、英語を学課の中心に置いてい
たが、動物、横物、金石、生理、物理、化学、歴史、文法、作文、地理などの教科があった。舘われた教
科書はレベルが高く、車諾篇・皐図史略・西洋史略・支那史略・世界間蓋・百本図謹・窮理闘解・撃開の
す、め・性法略養生法・習字初歩・啓蒙智恵の環・興地誌略・内問史略・西国立志、篇・勧普司1蒙・地祭事
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始・寝蒙手習の文・ -ウヰjレソン、リーダー・ユニオン、リーダー・フレース、ブック・クエツ
ケンボス文法書・コルネル小地理書・ウヰlレソン、スペリング・スクールレジステル・ヘルス、アリスメ
チック・英和字義・英和静香・ヘボン氏静香・ユニオン、ブライマ一等がある。地理では豊田英雄が東京
女子師範学校で使うことになる「輿地誌略Jなども含まれている。
明治8年 (1875)には規則の改正がなされ、入学者年齢を14歳以上からげ歳以下とし、修業年限を6年
としている。教科は讃物(地理書・謹史・物理・修身撃・養生番・経済挙・化率・法律書・雑書)・敷事
(算術・幾何)・記簿法・習字・作文・英事・手察・唱歌・龍操等で中等学校のレベルとなっている。こ
こで初めてこの学校は女子中等教育機関のかたちを整えたことになる。
教科では手護・唱歌・鵠操などアカデミックな教科群とは異なるものも見られるが、恐らく、アメリカ
あたりの女学校の教科に準じたものであろう。ただ、中等学校といっても、修了時の年齢が20歳から23歳
になるという点からいえば、現在の中学校、高等学校相当というよりは、銀大あるいは大学の教養課程ま
でを含んだ中等学校をイメージした方が適切かもしれない。
この学校は、明治10年 (1877)2丹、経済的理由で礎技となり、生徒の内希望者は東京女子師範学校に
設けた英学科に吸収されることになる。
官立東京女学校の入学者には、当時のエリート層に属する女性が多く、古市公威の妹、後の菊池武夫夫
人、後の高峰秀夫夫人の中村せん子、後の平井晴二郎夫人、渋沢栄一の娘の歌子、石井築子(注， 1日姓渡
辺。大村藩に誕生。社会事業家石井亮ーの姿。父渡辺清は西郷隆盛と勝 海舟の会談時西部の副官をつ
とめ維新後高級官僚となる)、平詞龍子(注;1日姓相良。札幌に誕生。最初後述の開拓使女学校に入学。
開校を退学して本校に入学。銀鹿教会の伝道師)、加藤錦子(注，武田錦子のこと。中村正直の内で英語
を習う。東京女子師範学校二期生。卒業後、附展幼稚層、女子締範に勤務。 19年、文部省派遣留学、教育
学を修める。 22年、帰国。女高師で英語教授。 23年、陸軍砲工学校教授武田英一と結婚)、関見 京(注;
明治期の匿師)らがいる。
多賀泰子は、明治7年 (1874)3月か4月(注;泰子本人の述)、この官立東京女学校に入学している。
春子は、文久元年(1861)3月23日、信州の松本城下に生まれるが、父親の渡辺(多賀) 努は維新後松
本藩の大惨事や、石巻の大'惨事を勤めた官吏である。
春子は、後に、東京女子師範学校を卒業し、母校の教員となって豊田英雄らの時僚となり、さらに、後
に、英雄らと共に東京高等女学校に勤務の鍔ら先述の共立女子職業学校を創設することになる。 鳩山春子
はいうまでもなく、総理大臣となった鳩山一郎の母であり、政治家鳩山威一部の祖母-であり、鳩山由紀夫、
鳩LlJ邦夫の曾祖母である。
もまた、豊田英雄、棚橋絢子、横J1楳子、青山千世らと開様に、幼少の頃から学問に興味を持ち、
12歳前後の明治5年 (1872)頃には、論語や孟子の勉強をはかどらせるために一日に三つの塾を掛け持ち
したことなどを記している。また、少女時代の勉強ぶりについて春子は次のようにも述べている。
朝未だ暗い中に起床し、朝飯前に漢文の先生の所へ参り、門の開くのを待って居りました。その中に
男児の人々が大勢参ります。女といえば私がたった一人でありましたが、少しもそんなことは怪しみ
ませんでした。みな到着}I夏に教えて下さるので、私は第一番に教えて貰いました。春夏秋冬いつでも
第一番は私でありましたヘ
向学心の強い泰子は、父多賀 努の理解もあって、当時父親が住んで、いた東京で二人で暮らすようにな
る。多賀 努は娘の入学する学校を探すために、問じ!日松本藩出身の文部省役人辻 新次(文部省高級官
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僚、学制取調掛の一人)宅を訪ねるが、辻はたまたま居合わせていた、同じく!日松本藩出身の八等出仕で
官立東京女学校長小杉恒太郎(東京女子師範学校の設立準備期の初代校長を兼ねる)と相談させる。その
結果、春子は無試験で翌日から官立東京女学校の一番下の級に入れることになる。 4、5日後には、小杉
は鰭単な試問をし、春子をもう少しょの級に入れるよう教師たちに指示する。泰子数え年13歳の時である。
泰子は最初jはそれまでやったことのない英語の学習に戸惑うが、この官立女学校の空気がすっかり気に
入札英語を中心とする勉学に勤しんでいる。官立東京女学校が突然廃校となった後には、その受け血と
して設けられた東京女子師範学校の特別英学科に入札さらに同校本科に入り産している。こちらはあま
り肌に合わなかったようであるが、卒業後は東京女子師範の教員となり、豊田英雄らの向僚となる。
北海道開拓使次官の黒田清隆は、明治4年 (1871) 1月から 5月まで、開拓事業調査のためアメリカ合
衆国とヨーロッパ諮問を旅行するが、同郷の森 有札の示唆もあって、黒田はこの旅行で女子教育の必要
f生について~;g~:訟を j梁めるようになる。
問年1月12自には、岩倉具視遣外使節団が横浜港を出港するが、この使節団には50名の留学生も同行し
ており、官学生の中には筒拓f吏枠の留学生男子7名、女子5名も含まれていた。
女子教育の必要性に目覚めた黒田は、 10年関全て官費を条件に、女子留学生を募集するが第一次は応募
者ゼロで、第二次募集をすることになる。第二次募集で応、募し選ばれたのが吉益亮子(注;15歳、東京府
士族秋田県役人吉益正雄娘)、上田悌子(注;15歳、外務省役人上田 峻娘)、山JI捨松(注;12歳、青森
県士族山川与七郎娘)、永井繁子(注， 9歳、静岡県士族永井久太部娘)、津田梅子(注， 8歳、東京府士
族津田 1uI娘)らである。彼女らの内、年長の吉益と上田はホームシックに擢り、渡米後l年も経たずに
帰国するが、山JI捨松(注;帰国後、大山 巌と結婚)、永井繁子(注;帰国後、音楽取調掛、東京音楽
学校でぜアノを指導。女高師で英語を指導。海軍大将、男爵となる瓜生外吉と結婚。瓜生繁子)、津田梅
(注;帰国後、津田塾創設)は留学を}I臨調に続けている。
しかし、帰国時には3人とも日本語をほとんど忘れており、ピアノ実技を担当する永井繁子は問題なかっ
たが、山JI、津田は通常の学校の教師を勤めることも臨難であった。彼女らを米関に送り込んだ、開拓使も
明治15年 (1882)にはなくなる。
明治5年 (1872) 5丹羽目、開拓使の黒田清隆は北海道大学の前身となる、開拓使披学校(官費及び私
費)を東京芝増上寺敷地内に開校し、同年9月には、依学校女学校(全て官費)を設立する。黒田は森の
助言もあって女学校まで設けるのであるが、女性解放のレベルまで理解があったわけでなく、女性に対す
る古い観念から抜け切っていないことは、間もなく露呈する。
明治8年 (1875) 8月、男子校も女子校も札幌に移転することになるが、外屈のように教養ある女性を
育てるといっても、女性にとっては、卒業しても当時の札幌では適当な仕事があるわけでもなく、存続意
義も薄れ、翌年には、女学校の方は廃校となる。以下に森本貞子の f女の海講.1(5)を参考にこの女学校に
ついて要約する。
間女学校の第一期生は定員50名のところ44名が入学する。仮学校女学校の入学者は、校長荒井郁之
助の娘の荒井常、大鳥圭介の娘、大鳥 品と大鳥雪、箱館の顧成寺住職の娘、堀川トネ、後に、
森 有札と契約結婚をする広瀬間常(常)がいる。依学校女学校は、設立半年後、突然、とんでもない
校郎改正をしている。中途で退学する者は入校中の学費を月 8円ずつ返還すること、病気の場合も学
費返還は同じであること、卒業後は5年間開拓使の仕事に就き、結婚は北海道在籍の者とすること、
などである。当然、女生徒たちは反発し、阿常、トネらを中心に数日間授業拒否いわゆるストライキ
をするが、結局、押さえ込まれている。この時、 4名は校則を不服とし、退学金を払って学校を辞め
豊田英雄と草創期の幼稚関数脊に憶する研究(5)
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るが、校期を了解して入学する者10名が補充されて総員50名となる。しかし、いよいよ札幌移転が具
体化すると、新たに15名が退学金を払って学校を辞めるが、トネのように貧乏寺の娘は辞めるに辞め
られないのである。小林兼は130円払って退学するが、大鳥圭介のニ入の娘の場合は、開拓使への
気兼ねもあってか、二人で、620門前銭払って退学している。 1カ月 2、3円で生活する者も多い時代
の話である(住;設立当初から、開柘使の宮員と結婚することを入学条件にしておれば開題は起こら
なかったはずであるが、貧乏家庭の娘なら開拓領の官員と結婚できれば上等だ、と考えているあたり
に黒田の女性理解の底の浅さがある)。明治8年 (1875) 2月6日、森 有礼と結婚する阿常の場合
は学費返還が特別免除となるなどおかしな動きもある。
病気がちであったトネは、札幌に移って精神を病み、そのため開校を退学させられ、籍館に帰る。
トネは、亡くなった父の墓参りに行く途中、たまたま、子どもの頃からの知人でキャプテン・ブラキ
ストンが、二人の外国人、ジョン・ミルンとエドワード・シルベスター・モース(注;大森貝塚の発
見者)と連れ立って、外国人墓地へ行くところに出会う。トネとミルンは出会った時からフィーリン
グの合うところがあったようですぐにニ人は親しくなる。ジョン・ミルン教授は、日本でt世界初の地
震学会を設立し、「臼本地震学の父」といわれる人である。後には、暗殺直前の森 有礼に地震学会
長を引き受けてもらったりしている。
この学校では、裁経、手芸、西洋画などが重視されたが、明治7年 (1874)、この女学校で支給さ
れた教科書は次のとおりで、中等学校相応の教科内容となっている。
化学事略
十八史略
日本外史
植物入門
閣史略
万国公法
法律司1蒙
右漢学之分
通弁書五冊 第一リードルより五巻
大丈典 タイケンホス氏
窮理書
天文書
修身書
右英学之分
ミルンは工部大学校で鉱山技術を教えたお麗い外国人教員であるが、先述のように、豊田英雄の弟政は
鉱山科のこ期生として入学し、明治13年 (1880)に卒業している。政はミルンに度接鉱山技術等の教えを
受けており、一時期教授補としてミルンを手助けしている。
話をトネに戻すと、籍舘に帰ったトネは開拓使関係者からの縁談があったがこれを断り、崩闘の非難の
を浴びる。しかし、トネはミルンとの愛を育み、結婚し、明治28(1895)年、故国へ帰るミルンについ
てイギリスへ渡る。二人の間に子どもはなかったがミルンはトネを終生愛し続けたそうである{ヘ当時、
欧米人の中には、日本人を蔑視する者も少なくなかったが、スコットランド人のミルンにはそうしたとこ
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ろはなかった。スコットランド人はイギリスの中では差別されており、まだ種々の詣で遅れている、東洋
の島田日本が何とか背伸びしようとする姿には、共感するところも多かったのである。日本と絡んだ英国
の商会はスコットランド系であり、工部大学校はスコットランド系のお雇い外国人が多い。
トネはこの時代の女性としては珍しく、宗教や土地のしがらみよりも恋愛を優先させたのである。そう
いう点では堀川トネこそ開拓者精神に瀧ち溢れた、新しい時代の女性だ、ったといえる。
官立ではなくても当時小さな女学校は他にも幾つもあった。水戸にいながら、卒く上京して英語を習い、
外国へ留学したいということばかりを考えていた(7)青山千世は、明治5年 (1872)、上京の望みがかなっ
て官立東京女学校に入ろうとするが、学生定員一杯の状態のため、明治5年(1872)10月30日、私立の上
回女学校(校長は既述の外務省中録の上回 峻・女子留学生上田↑弟子の父)に入学することになる。
脊山千旺によると、上田女学校の方は生徒10人ばかりの小さな学校であったが、英語を教える外国人教
師カローザル夫人の他に英語の訳や洋算を教える日本人教師もいた。生徒はと層家躍の女子が多く、外務
卿寺島宗別(l日薩摩藩出水郡脇本出身)の娘、侍医岩佐 純(学制取調掛の一人)の娘、帯法小輔島本仲
道(旧土佐藩出身)の娘二人、陸軍少佐官木某(I日長ナ1'藩出身)の妻の「お信さんJなどがいた。
上国学校には何か問題があったらしく、千世は、明治6年 (1873) 2丹、こんな学校にいてはいけない
という宮木少佐の妻「お信さん」の勧めで、 fお信さん」と島本司法小輔の姉妹二人と共に報国学会(有
馬学校・男女共学)に移り、寄宿舎生活をしながら、英語の基礎、訳、漢学、洋算などの勉強に打ち込ん
でいる。
しかし、明治7年 (1874)春には、報国学舎の監督が亡くなり、その後会計係が金の寵い込みをしたこ
とによって報i語学舎は廃校となる。
報国学会がつぶれ、千世は勉強の場所を失ったので、千世の父青山延寿は、畠王子餐時代の友人中村正直
に娘の教育のことで相談をしに行く。中村は女学校ができるまで、つなぎとして、千世・に自分の塾で学ぶ
ことを勧めている。
イギリスに習学中、女子教育の重要さを切に感じ、維新後、帰国以来女学校開設を熱心に政府
し、大臣の無理解でおくれているが、あと一、二年のうちにはできょう。自分のところでも小さな女
学校を開くから、官立ができるまでの閥、そこへきていてはどうか拙
中村の勧めで千世は中村部のニ階にできた女性塾に通うことになるが、ここも最初は10人足らずの生徒
でスタートしたようである。
中村は、明治6年 (1873) 2月、家塾伺入社を輿し、数年後には、安政5年 (1858)、福沢論者が創設
した慶応義塾、明治2年 (1869)、近藤真琴が開いた攻玉舎などと肩を並べるようになるが、女子教育に
理解のあった中村は同人社女子塾(後の間入社女学校)も設けたのである。当時、男子部には10歳前後の
いえさと
徳川家達も通っており、向塾の英語教師であるカナダ人夫妻の家で行われたクリスマスパーティーには、
千世ら女子部に交じって男子部の家達らも招かれたようである。
明治初年には、ミッション系の女学校もいくつか設立されており、また、女学校という名称は使わなく
ても、明治維新後は女性に英語を教える塾なども都市部には各所にあった。
後に初代文部大臣となる森 有札は、明治元年 (1868)、廃刀令を進言するが無視され、言動が災いし
たか懲戒処分を食らい、郷里鹿児島に帰って英語塾を開くが、そこでは古市静子(注;種子島出身・東京
女子師範学校第一期生として入学するが病気で退学。鹿児島幼稚爵で豊田英雄の助手となる。うさぎ幼稚
園の前身の圏長)ら女性にも英語を教えている。
愛沼英雄と草創期の幼稚園教育に関する研究(5)
一豊田英雄と明治前半期の女子教育との関わり 43 
もちろん、こうした動きは東京のような大都市や、地方でもその地域の中核都市に隈られたことであり、
大半の地域の親たちは相変わらず「女に学問はいらないJという封建時代の思想、に囚われたままで、あった。
再び話を明治4年 (1871)に廃すと、同年12月には、文部省は「学制取調掛一二名(箕作麟祥、岩佐
ちょうひかる にしがたいたる
純、内田正雄、長英、瓜生寅、木村正辞、杉山孝敏、辻新次、長谷川泰、西潟前、織田尚韓、
河津絡之)J (9)を任命している。
明治5年 (1872) 8月3日、文部省は「挙制J(近代学校制度に関する規定)を f挙制序文(撃事奨隠!
ニ闘スル被仰出番)J (太政官布告第二百十閤競)と共に全留に頒布している。学制序文(被保出書)では、
園長皆学、学問・実学の重要性、立身出世主義を譲っているが、その全文は次のとおりである制。
人々自ら其身を立て其産を治め其業を昌にして以て其生を遂るゆゑんのものは他なし身を修め智を開
き才護を長するによるなり臨て其身を傍め智を開き才翠を長するは撃にあらざれば能はず是れ事校の
設あるゆゑんにして日用常行言語書算を初め士宮農商百工技護及び法律政治天文欝療等に至る迄凡人
の営むところの事慕あらさるはなし人能く其才のある所に廃じ勉髄して之に従事ししかして後初て生
を治め産を爽し業を昌にするを得ベしされは率問は身を立るの財本ともいふべきものにして人たるも
の誰か製はずして可ならんや夫の道路に迷ひ飢餓に臨り家を破り身を喪の徒の如きは畢寛不撃よりし
てか、る過ちを生ずるなり従来撃校の設ありてより年を躍ること久しといへども或は其道を得ざるよ
りして人其方向を誤り率問は士人以ヒの事とし農工商及ひ婦女子に主つては之を度外におき皐間の何
物たるを鯨ぜず又士人以上の稀に撃ふものも動もすれば国家の為にすと唱へ身を立るの基たるを知す
して或は詞章記諦の末に趨り空理虚談の途に陥り其論高尚に似たりといへども之を身に行ひ事に施す
こと能はざるもの少からず是すなはち沿襲の習弊にして文明普からす才惑の長ぜ、すして貧乏破産喪家
の徒多きゅゑんなり是故に人たるものは撃はずんはあるべからず之を率ぶに宜しく其旨を誤るべから
ず之に依て今般文部省に於て挙制を定め追々教期をも改正し布告に及ぶべきにつき自今以後一般の人
民主審士族卒農工溜及婦女子必す邑に不撃の戸な家に不撃の人なからしめんこと事を期す人の父兄たる者
宜しく止と意を鐙認し其愛育の情を厚くし其子弟をして必ず察に従事せしめざるべからざるものなり潟
上の与さにヨきでは茶人の材能に任かすといへども幼設の子弟は努女の別なく小泉に従事せしめざるものは其父兄の越度た
るべき*
但従来沿襲の弊挙問は土人以上の事とし国家の為にすと唱ふるを以て挙費及其衣食の用に主る迄
多く官に依頼し之を給するに非ざれば祭ばざる事と忠ひ一生を自棄するもの少なからず是皆惑へ
るの甚しきものなり自今以後此等の弊を改めー殻の人民他事会地ち自ら奮て必ず撃に従事せしむ
べき様心得べき
おノ通被 仰出候燥地方官二於テ遺稿小民ニ歪ル迄不洩様便宜解誇ヲ加へ精細申論文部省規則ニ隠ヒ
挙問普及致候様方法ヲ設可施行事
明治五年壬申七月 太政
学制序文(祭事奨瀦ニ闘スjレ被保出書)は文中で f自今以後一般の人民主書士族卒農工務及婦女子必す昆に
不撃の戸なく家に不撃の人なからしめん事を期す人の父兄たる者宜しく此意を鐙認し其愛育の情を厚くし
其子弟をして必ず撃に従事せしめざるべからざるものなり高上の撃に::'Eては英人の材能に任かすといへども幼震
の子弟は男女の別なく小撃に従事せしめざるものはま主父兄の越度たるべき事J(注;細字の部分は文部省が原案に追
記したもの)と記述し、出自、職業、性別を関わず全ての子どもに教育を受けさせるべきだと宣言してい
る。
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学制は、全簡を 8大学匿に分け、各大学医を32中学症に分け、各中学症を210の小学B:に分け、大学区
8、中学毘256、小学区53、760という壮大な教育制度計酷であった。しかし、この学制による教育計画は
うまくいったわけではなく、学校作りも遅々としていたし、就学率も低調のままであった。失敗の理由と
しては f日本教育史j(11)では、①教育費の負担が大き過ぎたこと、②教育内容が日常生活と遊離していた
こと、③教員の絶対数が不足していたこと、④学校教脊に対する理解が不足していたこと、⑤児童が家計
を支える労働力であったこと、の五点をあげている。また、こうした教育不按の理由はず、っと後まで引き
ずられることになる。ちなみに、当時の小学校の就学率を文部省の『学制否年史jから見ると次のようで
ある(ロ)。
表 1 i衰4学齢児蜜の就学率(明治8年-12王手)J
年次 男 女 平均
% 。16 % 
明治6 39.9 15.1 28.1 
7 46.2 17.2 32.3 
8 50.8 18.7 35.4 
9 日.2 21.0 38.3 
10 56.0 22.5 39.9 
1 57.6 23.5 41. 3 
12 58.2 22.6 41. 2 
この時代の就学率はきわめて抵率であるが、特に女子の就学率が低く、やっと20%を越えるのが明治9
年 (1876)である。しかし、これも全間平均の数値であって地域防格差には著しいものがある。明治14年
の女子就学率は24.7%でこの表の12年と大差はないが、この年の女子就学率を地域間で比較すると
37.9%、大阪49.7%、福岡14.1%、熊本24.6%、鹿見島8.5%である。しかも、これが10年後の数値でも
いくらか上がったところはあるが、大阪のように逆に低下した地域もあり、ほとんど大きな変化はないと
いう特徴を持っている。鹿児島などは明治23年になっても女子の就学率は8.9%で1割にも濡たないので
ある(13)
明治6年 (1873) 7月、アメリカから帰臨した森 有礼は、人々を啓発する自的で当時の知識人を横新
する結社 f明六社jを設立している。メンバ…は、創立社員、格外会員、客員の別はあるが、森 有礼は
じめ、商村茂樹・津田真道・酋 周・中村正在・加藤弘之・箕作秋坪・福沢諭吉・杉 亨二・箕作麟祥・
阪谷素・大概文彦・神田孝平・清水卯三郎・柏原孝章・田中不ニj奮・辻新次・津田 仙・柴田
九鬼陵ー・畠山義成など多士済々である。また、明六社は明治7年 (1875) 2月から月 2回程度『暁六雑
誌jを出し、講演会を催すようになる。
しかし、明治8年 (1875) 6丹に制定された議誇律・新聞紙条例及ぴ明治2年 (1869)に制定されてい
た出版条例でもって、自由民権運動を腕んだ言論統制が強化されるようになると、『明六雑誌jも、明治
8年 (1875)11丹、第43号で廃刊となる。ただ、明六社が明治期の法律、思想、学術、教育界に与えた影
には大きいものがあり、メンバーのゆに女子教育、幼殺菌教育に誼接、間接に関わっている者も少なく
ない。
また、明治6年 (1873)には、西郷の朝鮮使節派遣をめぐる問題に端を発する、いわゆる「明治6年の
政変Jが起こり、西部|掻盛は陸軍大将のまま参議・近衛都督を解かれ、板頃退助、江藤新平、後藤象二郎、
副島種臣の4参議は辞表を提出する。このことが閤で、板垣は自自民権運動を起こすことになり、江藤は
佐賀の乱に絡み処刑され、西郷は西1奪戦争を引き起こすことになる。
西南戦争は、最田英雄の人生にとっても、大きな影響を持つことになる。 i湾親と夫の死後、最も頼りに
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していた実兄の陸箪少佐桑原力太郎は西衛戦争で戦死し、英雄自身も荒廃した鹿児島の戦後複輿の一環と
して鹿児島幼稚閤創立のために長期派遣されることになるからである。
先に述べたように明治初年の文部行政を担った中心人物は問中不二麿、である。田中は弘イヒ2年6月12白
(1845)、穂)I 1:却三家の一つ尾張藩に生まれるが、調三家の家臣でありながら藩を代表する熱心な尊王撰
夷論者であり、京都にも度々足を運び志士たちとの接触を続けている。慶応3年 (1867)10月13呂、穂)1
慶喜が京都ニ条城の大広間で大政奉還を表明した際にも、田中は尾張藩の代表として西郷や大久保ら列藩
の重臣たちと共に間席している。その後短期間ではあるが、官主事を経て、明治2年 (1869)、大学御用掛
となり、文部行政に関わるようになる。
また、明治4年 (1871)11月には、岩倉具視を全権特命大使とし、木戸孝允、大久保利通、伊藤博文を
副吏とする岩倉遣外使節自が出発するが、同年10丹に文部大丞となっていた田中は欧米の教育事情を調査
する理事官としてこれに随行する。田中は欧米の教育事情調査部門の代表者であるが、問中の下には S名
の官員がついており、それぞれ米・英、ドイツ、フランス等役訴が分担されていた。この5名の他に、ア
メリカだけでなく、ヨーロッパの教育事情調査に同行し、協力した者に、箱館から密航して当時アメリカ
に滞在していた、新島 義がいる。アメリカで新島を田中に紹介したのは森有札である。新島は持病の
リュウマチに悩まされながらも田中のために報告書を作成することになるが、大越哲仁は「新島が執筆し
たこの報告書は、田中文部理事官の復命報告書である『理事功程』の主要な部分の草稿となり、後に f文
部省理事功程jとして刊行。実捺に広く利用されて、わが国の「学帝IJ以後の米欧型教育制度の確立・改
革のための基礎資料となった。」出)と記している。
田中らの自的は、簡単にいえば欧米諸国の教育規則、由民教育の方法、諸学校の体裁と現況を詳しく調
査し、わが圏の教育施策の参考とすることであった。また、森 有札にアメリカで見出された、デピット・
マレー(モルレー)は、明治6年 (1873)8月、文部省督務官(翌年10月学監と改称)として就侵するが、
マレーは女子教育の必要性について力説する人でもあった。マレーは田中不ニ皆、を中心とする東京女子師
範学校の創設にも大きな後ろ盾となるのである。
明治6年 (1873)12月末日、マレーは文部小輔田中不二鷹に提出した意見書において「女子教育ニ於ル、
其要勝(能村注;読みは「あげJ)テ言フ可ラス。児童ノ幼稚ニシテ心志移リ易キノ時ニ当テ、之ヲヨク
教育スルハ必ズ婦人ニ在リ。J(15)と雷い f欧米諸国ニ於テハ、女子ハ常ニ児童ヲ教授スル最良ノ教師ナレ
パ希クハ日本ニ於テモ亦、女子ヲ以テ教育進歩ノ媒ト為サンコトヲJ(16)と雷って、わが国における女子教
育の振興について進言している。
1.3 東京女子蹄範学授の創設
明治7年 (1874) 1月、文部小綿田中不二麿は太政大臣三候賓実に女子師範学校設立の建議蓄を提出す
る。建議書の内容は以下のとおりである間
挙制御頒布以降就皐ノ徒浦、旺盛ニ赴キ候庭濁女子ノ教育ニ於ケル因襲ノ久シキ或ハ之ヲ惣略ニ附シ遂
ニ日用常行ノ際男子ト相軒軽スルモノアルニ至ル殊ニ談話トスル慮ニ候今ヤ隣国人民ヲシテ漸次開明
ノ域ニ諜ラシメント欲スル女子師範挙校ヲ設クルヲ以テ一大要務トナス蓋シ女子ノ性質菅ニヨク其教
科ヲ講習ス jレヲ得jレノミナラズ向来幼稗ヲ撫養スjレノ任アレパナリ1Jテ先ズ東京府下ニー偶ノ女子師
範皐校ヲ設ケ根抵ヲ培主主シ結果ヲ他日ニ期スベクト存ジ候尤径費ノ儀ハ常省定額内ヨリ静給可致候懐
至急、御裁可有之度此相伺候也
明治七年一月四日 文部小結田中不二麿
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田中の建議書にはマレ…の進震が強く投映されている。一応、良妻賢母裂の教育路線である。もちろん、
当初、教師に就くことを義務づけなかったが、部範学校であるo、上、卒業後、教舗として活躍する者が多
くなるのは当然のことで女子の社会的進出を果たす機際となるのである。また、進歩派、守旧派の混在す
る当時の政府に女子学校設立を認めさせるためにはそれなりの「戦略Jも必要で、あったかと思う。明治7
年 (1874)1月初日、女子師範学校の設霞が認可され、男子師範学校の西隣の神出区宮本町8番地(湯島-
JRお茶の水駅北・現東京霞科歯科大学の地)に創設されることになる。
ちなみにこの地は懸患の上に位置し、懸崖の下のj勇7](を名水として将軍家がお茶の水に用いたというこ
とから、人々はこの一帯の湧水の流れを「お茶の水」と称していた。しかし、湯島の昌平坂学問所の漢学
者らは、お茶の水で、は漢詩にもならないということから「若渓jと呼ぶようになったといわれている。
若干苛谷に移っても、発祥の地に因んで名付けられた「お茶の水女子大学jや、筑波大学及びその前身諸
校の問窓会である「若渓会Jも本来はこの地の名称に由来したものである。
明治7年 (1874) 4月10日、文部省入等出仕の小杉慎太郎東京女学校長は女子締範学校長を兼務するこ
とになり、開設準備を進める。明治8年(1875) 2月2日、皇后は女子師範学校の設立を喜び、文部大輔
田中不ニ麿を宮中に呼ぴ、 5千円を下賜している。再丹10日、田中は次のような訓示を発している(問。
女教ノ振興セサル可カラサル方今ニ在リテ一大要務トス故ニ東京府下ニ於テ女子師範皐校設立ノ奉ア
l)Jtt挙ヤ夙ニ皇后陛下ノ嘉尚セラル、所トナリ本月第二日田中不二麿ヲ宮中ニ召シ
女撃ハ幼誰教育ノ基礎ニシテ忽略ニスヘカラサルモノナ 1)関ク頃者女子郎範祭校設立ノ拳アリト
我甚是ヲ悦ヒ内庫金五千菌ヲ下賜セン
トノ親諭アリ鳴呼世ノ婦女子ヲ勧メテ教育ノ根誕ヲ培植セラル、特慮ノ懇ナjレ我商人民ノタメニ祝賀
セサル可ンヤ庶幾ハ其父母タルモノ心ヲ傾ケ此盛意ヲ龍認シ女子ヲシテ此ニ従事セシメ其業日ニ就リ
丹ニ終ミ更ニ得ル麗ヲ誰接シ遂ニ幼椎ノ教育ヲ善美ニシ以テ天賦ノ幸福ヲ完了セン事ヲ
先の建議書には f幼稼の撫養j、この訓示には皇后の言葉として「幼稚教育j、田中の「幼誰ノ教育jの
文書が見られることは注目できる。女子師範学校であるから、附属小学校を設けるのは当然で、あるが、教
育は幼児からという認識も最初からあったかと思う。
その
フレーベルは幼稚園を作るに際し、「幼稚の園」では幼児を教育するだけでなく向時に若い母親の教化
を行うことも想定しており、将来教師となり母となる女子師範の学生が、附属小、附罵幼稚園で学ぶこと
は、結果的には、フレーベル流の教育観からいってもより望ましい姿でもあったのである。
明治8年(1875) 7月29日、学科が定められ、開年8月9日、校舎が落成し、周年8丹13日、生徒入学
心得蓄が定められている。また、明治8年(1875) 8丹15日、次のような担保からなる教員日が定められて
いる(19)。
東京女子師範撃校教員日
第一倍 -t;子師範撃校ノ、育幼ノー貰ニ任スル者ヲ養成スル所ナ 1)
第二f~量 生徒在校修業ノ期ヲ五年トシ教科ヲ十級ニ別チ各級六簡月ノ課程ニシテ一日四時半ノ課業ト
ス
第三燦 毎級卒業ノ上試験ヲ行ヒ昇級セシム若シ昇級ス可ラサルモノハ猶元級ニアルヲ法トス
長田英雄と草創期の幼稚顕教育に関する研究(5)
一豊田英雄と明治前半期の女子教育との隠わり
第四倍全科卒業ノ上試験ヲ行ヒ皐カヲ判 ヲ輿フ
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規則の第一に「脊幼ノ蓑ニ任スル者ヲ養成スル」を誼っているが、入学心得で年齢を f大約十四歳以上
一十歳以下」としているから卒業時は四歳前後から25歳前後となる。年齢的にいえば中等学校以上の女子
エリート校の誕生である。
当校では入学定員を100名とし、生徒募集をしたが、応募者が193名あり、明治8年 (1875)8月208か
ら27臼まで試験をし、 71名が合格している。同年四月 2自、病気、事故等で受験できなかった者のために
追試験が行われ3名を追加合格としている。
第一期生の中には優秀な学生も含まれていたが、すでに洋算を習っていた青山手世などを除けば、数学
などは、やっと数字が書けるという学生が大半であり、すべての学生が文句のつけようのない学力を有し
ていたわけではない。
1.4 教師らの来麗
明治8年 (1875)11月18日、兼務となっていた小杉'陸太郎校長が退職し、中村正直が張理(校長)とな
る。
中村正直は、中村の伝記(割によると、天保3年(1832)5月268、江戸の下級武士の家に生まれている。
中村の父は学問所の門番であったが、聖人と呼ばれるほどの人物であり、母も教養豊かな人で、あった。中
村は幼児期より神童といわれ、 3歳の時に、匂読を葛馬茂古衛門に習い、書j去を藍国龍i翠に学んでいる。
6 歳の時には、病気快櫨を~t し、法華経を書写して本伝寺に奉納している、という早熟ぶりである。 10競
の時には昌平繋の素読吟味を受けるという異例の扱いも受けている。
弘化2年(1845)頃、 16歳前後には漢学だけでなく蘭学の勉強を始めている。安政2年 (1855)5月、
学問所教授出役、青年を教える役目に就く。また、文久2年 (1862)正月前後、初めて英書を手にし箕作
塾で英語を習い始める。
文久3年(1863)3月4日、将主主家茂のよ洛に向行し、京都に滞在中はしばしば佐久間象山を訪ねてい
る。翌年の元治元年(1864)7月11日、象山は暗殺されるが、中村も身の危険を感じながらの付き合いだ、っ
たのである。
慶応2年 (1866)、幕府は12名の少年を選抜してイギリスに留学させるが、中村正夜、 JI路太郎を監督
として間行させることにする。一行は、同年10月日目、横浜を出港している。正車36歳の時である。住本
では大儒学者の中村も、ロンドンでは若い留学生に混じって小学校に入学し、 36歳の小学生となるのであ
る。
陵摩藩は、慶花、元年 (1865)4月17日、通訳を含めた使節団4名と15人の英国留学生を串木野港から送
り出している。もちろん、幕府には内密の国禁を犯しての行為であるが、慶応3年(1867) 1丹2日、ロ
ンドンで中村は薩摩藩哲学生森 有札と会っている。帰国後、明治前半の教育界、学術界で大活躍をする
ことになるこ人の出会いである。中村も森も留学中に女子教育の必要性に自覚めており、東京女子師範学
校や向校附属幼1在留にも霞接的、間接的な影響を与えることになる。
中村ら幕府の留学生は、 i寄欧中、資金の頼みとしていた幕府そのものが瓦解したため、留学を 1年半で
切り上げることになる。ロンドンを去る呂、友人フリーランドは中村に前年出販された fセルフヘルプi
を贈っている。これが超ベストセラーとなる翻訳書 f西国立志編jの原書である。
滞留後の中村は、明治3年 (1870)、ミルの『自由之理jを翻訳し、自由民権論者に大きな影響を与え、
明治4年 (1871)、スマイルズの f商国立志縞jを翻訳、出瓶して若者たちの自立心を刺激し、立身出器
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の気風を高めることになる。中村は女子教育について深い理解があり、文部当局に女学校を設立すること
を強く要請していたが、自ら女子師範学校長に就くことには消極的だ、ったようである。中村は大蔵省の翻
訳局に麗われて丹給100円を得ていただけでなく、 f西国立志縞jが超ベストセラーとなって経済的にも
まれており、間入社が盛況になって多忙でもあったからである。
明治23年 (1890) 3丹26日、元老院議官のまま中村は再び東京女子師範学校の後身女子高等師範学校の
校長を兼務することになるが、明治24年(1891)6月7日、在職のまま死去する。中村の明治8年 (1975)
の摂理就任時の年齢は43歳である。
東京女子師範学校の開校準備にあたって最も難しかったのは人事である。当校では文法(文法、作文、
習字)、地理学、史学、数学(算術、代数、幾何初歩)、物理学、博物学(動植物ノ大意、金石ノ大意)、
生物学大意(無気体化学ノ大意)、化学、修身学、経済学大意、記簿法、菌学初歩、手芸、唱歌、授業法
(小学教科)附教育論皆、附属小学実地授業、体操などを担当し得る適切な人材を探さなければならなかっ
たのである。
しかも、女子校であるということで、一定数の女子教員の採用も計睡していたのであるから、当時の社
会状況からすれば、このことにはかなりの困難が伴ったはずで、ある。
豊田英雄が「新聞いはらき 英雄競Jで口述する、記憶に残る初期教員には、宮)1保全(算術)、棚橋
絢子(読書)、浅間 一(理学)、坪内墨遷(注;墨泉のこと。書道)、松本荻証(漢学)、 1農村花亭(書法)、
武村耕議(武村ちさ・絵顕と英語)がおり、これに豊田英雄(読書)自身が加わることになる。
当時の状況では、教師の予定の者が生徒になったり、生徒の予定の者が教師になったりとちぐはぐな現
象すら起きているのである。松本荻江は実際は受験生であったが、あまりにも成績が良いので、急、議、開
校前日に教員として抜擢されることになる。
いっぽうでは、棚橋の伝記にあるように「紀州から来た多田といふ婦人は、実際にやってみると、案外
出来ない。教師としての資格も難しい…注;前村による中露台一多田といふ婦人も暢気な人で、それなら、
どうぞ私は生徒に入れてくれといふことで、生徒になってしまったJωといったこともあったのである。
多国は教員の辞令まで、貰った多田つねのことである。
英雄が記憶する教員の中で、宮)1、棚橋、浅間、坪内、松本、豊田の6名は創設時の教員であるが、武
村は明治9年(1876)、植村は明治11年 (1878)の採用である。
東京女子師範学校の明治9年(1876) 3月31日付けの第一年報では、教員は摂理1、教員男2、女5の
合計8となっている。男子教員2入がそれぞれ月給30円、女子教員は3人が月給15丹、 1人が10円、 l人
が6円となっている。高橋清賀子が謂べた開校当時の「教員Jと「担当科目jと「丹給Jは次のとおりで
ある(辺)。
宮)1保全算術二十五円
多田つね 十五円
浅間 理学二十五円
松本荻江 十五円
塚本墨泉習字十円
棚橋絢読書十五円
近藤すわ裁鵡六月
豊田英雄読書十五円
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宮JIは、明治8年(1875)10月7日、「算術教授掛申付候事但一カ月金武拾五国梯i度候事jの辞令を
受けているが、翌月の11月28日には、 f東京女子師範皐校五等教諭ノ任ヲ委瀦シ一カ月金参拾菌ヲ交付{民
事Jという辞令を貰って、 30円に昇給している似。おそらく浅間の場合も同様の処置がとられたと考える。
多国つねが辞令を貰ってすぐに学生に転じたとすれば、女子教員の月給15内の3人は松本、棚橋、豊田で
あり、月給10河が塚本、丹給6円が近藤で、摂理の中村を入れるとちょうど8人全員となる。ちなみに明
治13年 (1880)の職員俸給記録で見ると、摂理の中村正度200丹、訪日導兼教場監事兼幼稚圏監事の神津専
三郎80円、主席保婚の松野クララ50円、保掘の近藤浜口円、開横JI楳子13円となっている。なお、この年
鹿児島出張中の豊田英雄(東京で20円。鹿児島で50円)は本校の記録には載っていない。創設持あるいは
創設産後の教員の経歴等はある程度のことはわかる。
宮J11呆全(算術)は、嘉永5年 (1852)、幕臣山崎幸之助の子として生まれるが、後に、姓を宮川と改
めている。宮JIは、纏JI家が、明治元年 (1868)に設立したフランス式の詔津兵学校(頭取は西 周)に、
明治3年 (1870)、18哉の時資業生として入学している。沼津兵学校では英仏の語学、天文学、数学等が
特に重視されていたが、宮]11は、数学関係についてはこの学校の規定にある代数、幾何、三角、実地測量
のトランシット(天鏡儀)、セキスタント(六分儀)などを学んで、いるはずである。明治5年 (1872)、兵
学校が閉鎖されると、宮]11は陸軍教導間工兵科(士官養成機関)に編入されるが、翌年病気のため除隊と
なる。明治7年 (1874)3丹3目、「裕文部省十三等出仕 長崎師範学校在勤可致事jの辞令を受けるが、
宮J1はいわば内部の人で‘あるから、小杉'毘太郎ら文部省サイドが、宮]11の人柄、専門的能力共に女子師範
学校の教師としてふさわしいと判新するのは容易で¥明治8年 (1875) 9月7日、長崎の方は免任官とな
り、東京に呼ぴ廃されている。新たな辞令は先に述べたとおりである。
宮J1は、明治9年 (1876)に、共訳『幾何新論jを、明治12年 (1879)に、単訳『三角新論』を出版し
ている。 r幾イ可新論』は、明治19年(1886)、文部省によって各府県師範学校教科書に指定されており、 n一
角新論jは、明治18年 (1885)、当時、全国から注目されていた大阪中学校の教科書となっている。
明治8年 (1875)、東京に戻った宮JIは、女子師範学校の開設までの一時期官立東京女学校で教えてお
り、生徒に多袈(鳩山)泰子がいる。後、宮JIは共立女子職業学校を創設、勤務し、教科書を扱う大日本
図書株式会社の取締役を兼ね、共立の校長となる。宮JIの採用時の年齢は23歳である。
浅間 一(理学)の場合も宮川と良く似ている。 浅間は、嘉永4年 (18日) 1月8日、二本松藩士の武
器泰行浅間段介の 5男として生まれている。浅間は15歳の時藩主の前で御前講義をしたという秀才である
が、戊辰の役時、 16歳で鉄砲組に入って宮軍と戦いながら18国も転戦している。
明治S年 (1872)、浅間は上京し、文部省高級官僚の辻 新次の寄生となる。次いで文部省に出仕し、
広島締範に勤務する。浅関と理学の結び付きは不明であるが、辻 新次は小杉値太郎校長と同郷であり、
辻、田中、中村は明六社のメンバーでもある。明治7年 (1874) 2丹、汎愛軒から出版された浅間
(榊原芳野校)r女子修身道のしをりjは、女子教育の必要性、女性としての生き方を説いた警であるが、
このi支部の著書かと思われる。文部省領uで女子師範教師の候補者として浅間の名前が浮上するのに時間は
要しなかったはずである。浅間は後に長野県師範学校長となり、辻や小杉の故郷である長野県において、
実兄と共に、信濃教育会の基盤作りに功労のあった人物である。 浅間の採用時の年齢は24歳である。
棚橋絢子(読書:)の場合については、既に述べているので詳しくは触れないが、愛知県師範学校長をし
ていた伊浮修二が推薦し、名古屋の官立愛知英語学校長吉川泰次郎の助力があって抜擢人事が実現してい
る。棚橋35歳の時である。
松本荻江(漢学)については、先に述べたように受験生が先生になってしまったという経緯があったが、
荻江は嘉永4年 (18日) 6月、武蔵国秩父郡大宮郷の松本万年(医師・漢学者・後東京師範学校教授)の
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娘として生まれている。一度結婚するが子どもの天折を機に、書を読み耽るようになり、そのことを理由
に離縁が申し渡されている。
荻江は父が開いた塾で漢学を学ぶが、父の門下生である 8歳年下の荻野吟子(東京女子師範学校一期生。
寮で古)1静子と開室。後、女性初の医師試験合格者)と意気投合し、義姉妹の契りを結んでいる。吟子も
一度結婚しているが、夫から淋病をうつされ、そのこともあって離縁している。そうした自身の経験から、
女性には女性の医師が必要だと考え、女性医締となることを決意し、後、それを実現したのである。
荻江は、明治18年 (1885)、秋田県女子部範学校教頭となるが、翌年には、これを辞め在野の教育者と
なる。この後、洗礼を受け、下田歌子の帝国婦人協会の理事となったり、下田の実誤女学校部設を助けた
りするが、各地を遊説して開り女子教育の必要性を訴えている。荻江の採用時の年齢は浅間と悶じ24歳で
ある。
塚本塁泉は、青山千世によると(出)、坪内みつ子となっており、墨泉は書家としての号である。坪内は旗
本の娘で千肢の父延寿がび、っくりするほどの漢字の書き手である。この人は子どもの頃から字を書くこと
が好きだ、ったが、女が漢字を書くと非難されるというので、深夜家人が寝静まってから行灯に着物をかけ、
光が漏れないようにして、その下で漢字の練習をした、と生徒に諾っている。
当時の f官員録jωを見ると、明治1年(1878) 5月まではその在職を確認できるが、同年6月には名
前が消えており、同年7月には植村花亭と入れ替わっている。おそらく、坪内は同年5月か6月頃に亡く
なったのである。千世‘が30余りの独身女性だ、ったとしているので、坪内の採用時の年齢は30歳頃というこ
とになる。
開校時の教員の中で近藤すわ(裁縫)については資料が皆無であり、採用の経緯や人物探はまったく不
明である。
武村耕罷(絵寝耳と英語・武村ちさ)は、開業より約半年渡れて採揺されている。子息忠(養子・宮内省
勤務)編の『耕議集 下j制(私家瓶・非売品)によると、ちさは、嘉永5年 (1852)1月25日、武村仁
左衛門(吊翁)の子として江戸芝口の仙台藩邸に生まれている。 6歳の時に生みの母を亡くしている。
母は、俳人・歌人・歌学論者の松永貞徳の末議である。 8、9歳頃から絵を狩野探逸に習い、ついで狩野
に習うが、師が亡くなったため、山本琴谷に就いて習うようになる。この師も京都に去るため、 13歳
頃には春木南漢に入門している。戊辰の役時は父と共に悶元の他台に移るが、維新後は、再び、東京に民っ
ている。
元々武村家は下級武士であるが、維新後は地の元訳家同様、生活に閤窮し、ちさは老いた父をいたわり
ながら輪出用の扇面癌を描き、生活の資を持ている。そのこともあって、ちさは婚期を逸してしまった、
と養子忠は書いている。中村正直が出入りしていた横浜の「亜米利加婦人教授所jは設置翌年の明治5年
(1872) 12月には「日本婦女英学校J(後の横浜共立女学校)となるが、ちさは明治6、7年頃ここで英
語を学んだと雷われている。明治8年 (1875)、ちさは英語並びに絵画の劫教として工部省製作寮に勤め
るようになる。ちさの苦労がやっと報われたので、ある。また、武村ちさ(耕議)は日本画家であるが、こ
の頃、)1上冬涯に就いて洋画も勉強しており、写真(加で見るように洋風描写にもかなりの力量を示してい
る。これらの絵は解説に「明治十四・五年頃東京女子師範事校に於て鉛室長重を教授の際手頃な手本がなく
て回りましたので自らの需生をもと、して作闘をなし石版にして生徒に奥へたので、ありますJ(約とあり、
子息忠は「その頃未だ何等教授法の備はらなかった時代でありましたので母は圏護教育の為めに隠分苦心
もいたし相官の霊力をしたように思われますJ仰と述べている。義務教育に関しては、子どもの数も多く、
出版社も力を入れて教科書作りに励んだであろうが、中等教育以上となると需要が少ないだけに当時はほ
とんど関心が向けられなかったといえよう。耕認は中等学校の美術教脊の創業者の苦労も担わなければな
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写真(5)-1 武村耕欝作の生捷用お手本
らなかったのである。
明治9年 (1876)には、製作寮が麗止となり、ちさは失業者となる。しかし、耕認は英語力も絵画力も
かなりあったことから、東京女子締範学校が放って霞くはずはなかった。耕藷は、東京女子姉範学校の英
と絵画の教師として採用されるのである。東京女子師範学校の創業期の教姉採用の経緯をヴィヴイツド
に描写しているのは、唯一、明治9年 (1876)の耕露の日記である制。
三月十七日
平調君より害状来り、三時より姿諮問Iへ行く事。田中君(注;
三丹十八日
ことか)よりの御用話伺う
午前第七時小石川江戸川町一ト七番地中村正産君へ行く事、同氏に密舎の事。向午後由時平岡君へ行く
コ日二十九日
より寵に付午後三時より出張の慮、間氏留守に付蹄宅の事。
四月五日
開氏へ行く事。錆路に平両氏へ行く事。
四月六日
中村氏へ行く事。東京女子師範皐校より三時頃御用状来る
臨月七日
十時に師範皐校へ出づる事、英撃手{専141付けらる
五月九日
ヘリイ撃校へ来り、通静致す事。 f真理君(注;中村正薩)より摺物設に繍器保fすけらる
五月十日
語物出来、持参の事。
五月十一日
翻謬出来の事。
五丹十六日
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午後文部省より締呼出の状来る事。
五月十七日
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午前ト時豊田君(注;英雄)、坪内君(注;墨泉)、夜、三人文部省に於て拝命仰付けらる事(注;一
言1導の辞令を受ける)。開後撃校へ行き、錆りに中村先生へ行く
以上が、武村が言1導の辞令を受けるまでの日記であるが、様々な人々が絡みながら人事の手続きが進行
していったことが良くわかる。豊田、坪内は前年教員の辞令を受けているが、 5月17日は、訪1導の辞令を
受けに文部省へ出掛けたのである。武村は5月9日には外国人来校者の通訳をしている。
武村の日記には、引き続き、朝鮮国公使の来校、日本間婦人之会議で、の講演会、三候太政大臣等の来校
のことなど、武村採用直後の重要な学校行事等の記述(31)をしているので出馬を続ける。
五月十九日大雨
午後四時頃岩倉殿の家扶香渡殿御出の卒、左大臣より闇粛の童保付けらる
六月十四日
朝鮮歯の公使皐校へ来入し、生徒等の諸術を見る事。松本君(注;荻江)日本外史書取、豊田君
十八史略、坪内君習字、近藤君算術、武村奥地史略(注;奥地誌略)、立立に地圏柴田君講義の司王。
坪内君、武村書輩を送る事、重梅に山水也。(注; ~東京女子高等師範学校六十年史j にはこの自の
記述はない)
六月二十一日
女子姉範撃校に於て日本図婦人之合議初めて行はれる事。始座は関氏の講義、第二は柴田氏、次は松
本老翁、其の次は津田君、終わりに中村先生なり、諸先生方講義の事。此の日集合せる婦人の数凡否
五十人官会出。坪内、武村書輩の事。
七月三日
太政大臣三候賛美公、諸参議、文部大輔代理(注;問中不二麿米国出張中)九鬼氏設に辻氏、外諸官
員合せて二十人程挙校へ1IE¥l入来、生徒等の修業御一覧の事、午後二時半過より始まる事。松本先生七
級十八史路、豊田先生、浅間氏、関氏、宮川氏、坪内先生、武村、近藤氏教場へ出づる事。生誌の内
脊山、古市、坂田三人講堂に於て講義の事。坪内君、武村席上書叢愛は菊に山水なりの事。
五時頃御出校の事。(注; ~東京女子高等師範学校六十年史j にはこの日の記述はない)
七月十日
生徒退出に付講堂にていとま乞の事、首日より休業(注;土用休み=夏休み)の事。ニ時顎松本君、
豊田君、坪内君と一間三井にて寓農を潟す事。
九月二十五日月日程在
午前第九時東京女子締範拳校へ
皇}舌の宮行啓被為在。教員等生徒をひきゐて庭門迄御迎にいづ。罰して第一番第六級生十八史略
講義松本氏、第二番第七級算術宮川氏、第三番理学浅間氏、第四番裁縫近藤氏、第五番習字坪内氏、
第六番英語関氏、第七番通皐甲組奥地史略(注;奥地誌I告)豊田氏、第八番乙紐勧普司1蒙武村。
の授業御一覧終わりて後、講堂に於て水野、田中講義、次に師閥、佐方、青山、古市等文章を謹む。
皇居の宮の僻言葉を辱す。
今や開業の後日尚浅しといへども生徒の卒業既に進歩の殻あることをみる誠に喜ぶべし
猶教育の普く導くと生徒の普く勉むるとを以て倍其上達をいたさんことを望む所なり
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中村校長榔受を泰り、次に鷺田氏一文章を奉る。(注; r東京女子高等師範学校六十年史jには f次
田氏一文章を奉る。Jは省かれている)
皇后の宮行啓の9丹25日の日記の最後には f中村校長御受を奉り、次に製部氏一文章を泰るJとあり、
英雄もこの自重要な役割を果たしたことがわかる。
武村は、明治12年 (1879)の英雄の鹿児島長期出張に際しては「送豊田君赴鹿児島Jと題し、次のよう
な詩と画をあげたことを日記に書いている。
一門三日
定期試験始まる。
送豊田君赴鹿児島
樹祭花史試官粧乍向東風竹外番
為報精神宜倍爽西南国裏弄春光
親友豊田女史文部の命を受け、幼稚留を鹿児島に設立の為赴かる、によりて、半切に梅の霊を叢き、
右拙作を併題す。
また、 2月6日の日記には「女教員数名と農田氏の別杯を催すJと書いている。この日は女性教員だけ
の送船会をしたようである。 2月16日に向僚全体による送別会が行われたものかと思う。
武村は、明治29年 (1896)5月18日、皇后行啓時に図画の授業者として名前が上げられていることから
もわかるように13町、東京高等女学校を経て、東京女子高等師範学校に戻り、明治31年(1898)まで勤務し
ている。発足時期の教員としては、東京女子師範学校(東京女子高等師範学校)に最も長く勤務した人で
ある。明治35年 (1902)、女子美術学校の創設時には呂本留の教授として参臨し、明治42年 (1909)には
東洋高等女挙校の嘱託となっている。関秀画家であったが、大正4年 (1915)1月258、62歳で没してい
る。武村の採用時の年齢は24歳である。
植村花亭 は、明治1年 (1878)の採用で、創設時からは少し外れるが、英雄が名前を上げてい
るのでついでに述べると、植村は、明治1年(1878)12丹の官民録にすでにその名前があるが、明治14年
(1881) 5丹24自には、皇后行啓時に、書法の授業をしている慨。植村は早世した坪内暴泉の後任という
ことになる。また、明治19年 (1886)、東京女子師範学校の附属高等女学校が東京高等女学校となった時
には、兼務として名を連ねているが、問年、『高等小学 女子習字本iを出版している。花亭子は共立女
子職業学校の習字嘱託教員として明治31年 (1898)頃まで勤務しているが、東京女子師範学校採用時の年
齢は不明である。
イギリスから帰国していた関信三は、最初は、課外の英語の非常勤講師として採用されるが、明治9年
(1876)中の早い時点で、正規採用となった模様である。関は、スパイ時代に偽装洗礼を受け、横浜の外
居人語留地でキリスト教関係者の動きを探索し、車米利加婦人教授所に出入りしていた中村正寵らの動向
にも日を向けていたが、そのことは中村本人は知らないまま、ともかく英語のできる男ということで震わ
れたかと思う。よほど軽薄なスパイでない限り、スパイは自分がスパイであったことは死ぬまで秘してお
くものである。闘は仏教の僧侶の身でキリスト教の偽装洗干しまで受けているのであるからなおさらであ
る。
闘については、幼稚国教育の導入、定着の部分でも触れるが、 栄の『関信三と近代日本の察明.11お)
によると、天保14年 (1843) 1月20日、三河園橋立郡一色村の真宗大谷派の安休寺に生まれ、大谷派の京
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都高倉学寮で学び、さらに広瀬淡窓の成立闘で研鐸し、幕末には安藤劉太郎の変名でキリスト教諜者とな
り、維新後も引き続き太政官のスパイとして活動している。
明治9年 (1876)1丹、関は、東京女子師範学校附属幼誰関の初代監事となり、明治12年 (1879)1丹
には亡くなるが、短い期間に幼稚園教育に関する翻訳書、 どを精力的に出版している。
また、豊田英雄、近藤 浜、保栂助手二人に対する、松野クララの英語による課育法の伝習を通訳する
という任も担っており、関は英雄らと共にわが聞にフレーベル主義保育を導入し、定着させた最大の功労
者の一人といえる。しかし、関は良心的な人で、あったと思われるだけに、彼の「暗い過去jは常に f負い
自」となっていたようなふしもある。また、病弱であったということもあろうが、自分のi浪界を良くわき
まえており、保育実践の開拓だけでなく、保育者養成、閣の運営などについても、かなりの部分を豊悶英
雄らに委ねている。皇后の官などの幼雄図訪問時のスケジ、ュール作成、保育法の講義の一端、唱歌の訳詞
や作詞、思物資料の作成など豊田が担わされた仕事は大量であったが、病弱な関にとって、豊田は密併な
仕事も確実にこなす「頼りがいのある女性Jだったはずで、ある。主席保栂松野クララは善良な女性ではあっ
たが、日本語はほとんど話すことができず、実質上の主任保婦は豊田がやらざるを得なかったのである。
関 信三は、プレーヤーを良く活かす、名コーチ、名監督であったかと思う。同幼稚留の創業期の保育
のメイン・プレーヤーはやはり保婚の豊田芙雄であり、近藤 浜である。松野クララは外国人助っ人のコー
チ兼プレーヤ一、中村正直は総監督、田中不二麿はオーナーといったところで、ある。関は、監事就託時、
33歳である。
明治9年 (1876)1月、英雄と共に開属幼稚園の保婦として採用される近藤 浜は、東京都に残る臆授
によると、本校開校の時点では、女子師範学校寄指舎の舎長(注;寄指舎監事:一副監一会長の)1&になる)
として濯われている。近藤は、天保10年 (1839)2月、江戸松前落邸で生まれている。近藤は会長として
採用された時、 37歳で、弘化2年 (1845)生まれの豊田英雄より 6歳年上である。真部自な人柄で、保栂
見習生の氏原 援が妊娠して中途で帰依する捺には、付き添い人を探してやるなど親身の世話をしてい
る。
楽器の扱いなどは、英雄以上に才があったようで「保育唱歌Jの中には近藤が作曲したものも含まれて
いる。近藤の会長就任以前の履歴は、あっさりしたもので、ごく簡単にしか記していない。
閤長兼保栂臆歴書
和歌 村田春野就業
英学 ションシェームス就業
洋算 河井議就業
j莫籍 松山家就業
右就学仕候(お)
(東京女子師範学校創設ヨ 1)舎長拝命 以下略)
ただ、近藤は、英学、 i羊算まで勉強しており、 としてはかなりの教養の持ち主だ、ったことがわかる。
概犠や豊閉のような採用以前の教師経験はなかったようで書かれていない。
肝心の豊田英雄抜擢の背景については、中村正置が英雄の優れた人柄と教養の深さを買って採用したと
いうことになっている。確定的な資料があるわけではないが、当時の英雄の人的ネットワークの中では、
水戸に住む豊田英雄を東京女子師範学校の教師として文部省に披薦できそうな入は、中村以外に見当たら
ない、というのも事実である。
豊田英雄と草創販の幼稚図教宵に関する研究(5)
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明治8年(1875)1月68、英雄は茨城県に辞職願いを出している。そのことから、それ以前に英雄の
もとには女子締範の教師として採吊する旨連絡があったわけである。しかし、なぜか、当初は文部省から
県に対し豊田英雄の割愛申請の類いの手続きが取られていない。官吏のアドバイスでもあったか、英雄の
県に対する辞職理由は岳身の f力量不足Jということである。しかし、豊田と同等あるいはそれ以上の人
材が県内にそういるはずもないから、これでは県は納得しないだろう。中村正直が摂理(校長)に就任す
るのは、少し遅れて間年1月18日である。
ただ、中村に対してはそれ以前に、文部省サイドから校長に就任して欲しい旨毘々強い要詰がなされて
おり、摂理を引き受けることになる中村正直が同校人事に藍接的、間接的に関与していてもおかしくはな
い。むしろ、開校には、後に、加藤錦子、千!jl京専三部など間入社絡みの人事もあり、中村が人事に淡々と
していたという操子はない。
英雄抜擢の背景にいるキー・パーソンは根本 正である。摂本は、明治5年 (1872)、同入社の開始産
前から中村に師事し、塾僕となり、 2年間塾に住み込み、中村には特に日をかけられていた男である。根
本は、入門に際し、彰考館総裁の豊田天功の家僕であったこと、天功没後は、天功の子で彰考館総裁代の
小太郎の学僕となったこと、その後、小太郎は京都で暗殺されたが、残された f東湖の姪J豊田英雄は学
識豊かな立派な女性であること、などを中村に伝えたはずで、ある。根本が師匠中村正査に自身の来歴を語
らないで入門することは考えられない。むしろ、遠縁の豊富家に仕え、また、天功の計らいで特別に弘道
館の講義を聴くことができたことなどは、根本にとっては自慢出来る来歴だ、ったはずで、ある。
また、高橋清賀子が指摘するように、中村と小太郎は同じ時期に箕作塾に出入りしており、中村正寵と
豊田小太郎が出会っていた可能性もないわけではない制。中村ほどの学者なら、当時、全国的に名声の高
かった豊田天功の子息、が身近にいたら関心を持たないはずはないからである。
中村自身、幕末には、幕府の昌王子坂学問所に勤務しながら洋学を学んでいるというかどで、身辺に天訴
の張り紙カf貼られ、刺客につけ狙われたという経験があることから、強い関心を持って根本の話を開いた
ことは十分に想{象できる。
先述のように、明治7年の春頃、 18水戸藩の{需者青山延寿は、娘千世の教育の相談のため中村正直を訪
れている。桑原家、豊田家の事清について詳しい延寿と根本を良く知る中村が、天功、小太郎、英雄のこ
となどを話題にした可能性も十分にある。豊田英雄の名前が中村の頭にインプットされる可能性は調度か
あったのである。
また、農田英雄は、明治7年 (1874)、根本 正、立)1弘毅に、仮葬の夫の亡骸を京都本間寺に改葬す
ることを依頼している。根本と豊田家の繋がりは小太郎没後も切れていないのである。
いずれにしろ、幕末の尊王播夷運動の記憶がまだ、十分に残っていた当時としては、田中や小杉や中村に
とって、「藤田東湖の姪jということだけでも注目に値する存在であり、しかも学問教養豊かで志操堅間
な女性であるという豊臣英雄は、女子師範の教師としてまたとない人材だったのである。
英雄は、明治8年 (1875)1月初日、茨城県より辞戦承認を得ると上京するが、すでに13、4歳になっ
ていた綿子伴は水戸に残り同行していない。 伴は、後、東京と水戸を行った 1)来りしているが、師である
儒者柴田 寛の自宅や塾に寄寓することを常としていたようである。明治15年 (1882)、伴は東京大学古
典講習科に入学するが、当時、東京大学古典講習科教授に転じていた中村正直と出会い、直接、間接に中
村の蒸陶を受けたと思われる。豊田英雄の調子伴を、中村がどういう眼差しで見ていたか興味深いものが
あるが、現在のところそれに関する資料は手元にはない。
英雄は、 1月25日、東京女子師範学校出校の通知を受け取り、 1月27日、同校で教員採用試験を受けて
いる。翌臼、合格が告げられ、「読議:教員Jに任命され、 -歴史・地理を受け持つことになる。実に
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開校前日の任命である。月給は15円であるが、翌年7丹には「豊田 冬金三十額 本校創始以来勉動相
勤候ニ付締手首トシテ被下之 明治九年七月 東京女子師範学校J(訂) (高橋清賀子家文書)の辞令をもら
い30円の手当を受けている。この時期の豊田英雄の辞令には「英雄Jと「冬Jが混在している。英雄は、
採用時、 31歳である。
棚橋は、それまで名古崖の女子小学校長として月給5円を貰っていたが、名古屋の小学校長では最高が
7円で、それもほんのー擢りの男性校長のみであって、助教員クラスともなると 1円50銭を越える者は一
人もなかった、とその自{伝云で
月給l日5円というのは当時の女性の給与としてはかなりの)厚享遇なのでで、ある。棚橋が採用されるのはお歳の時
である。
採用時のそれぞれの年齢を男女別にまとめて示すと次のとおりである。男性が中村正I[(43歳)、宮}I
保全 (23歳)、浅間一 (24歳)、関信三 (3歳・明治9年採用時)であり、女性が近藤浜 (37歳)、
概橋絢子 (35歳)、坪内墨選 (30歳前後)、豊田英雄 (31歳)、松本荻江 (24歳)、近藤すわ(不明)、武村
千佐 (24歳・明治9年採用時)である。
高橋清賀子家文書中に、明治14年 (1881)秋頃から20年前後までの間に掠影されたものと思われる、き
わめて貴重な東京女子師範学校教員の次のような集合写真がある(刻。
ただ、現在となっては、裏書きがない以上、いつ撮影されたのか、写っている人物が誰で、あるのかを正
確に特定することは関難である。
人物で明確なのは、前列中央の外国人女性が松野クララ、その右隣りが豊田英雄、クララの左隣りが武
村耕鵠(千佐)の三人である。また、後列中央の髭の男性は、顔の骨格、髭の生え具合からいって小西信
八(注;のぶはち)、後列左端は後の写真と見比べて見て数学の宮川保全、前列右端の男性は後年の写真
と良く似ているので裁縫の渡辺辰五郎(注;後、東京女子専ー門学校、現東京家政大学の創設者)でいいと
思う。前列左端の女性は、やや自信はないが後年の写真の顔の輪郭、表情等から見て松本荻はでいいので
はないかと思う。
若い男性陣については、まったく手掛かりを持たないが、英雄の右隣りの若い女性は、中年期の鳩山春
写真(5)ー 2 東京女子師範学校教員集合写真(高橋波賀子家文書)
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子の写真と比べてみて、富士額、特徴のある額、呂、鼻、口、顔の輪郭など良く似ていると思ったが、
に年代差があって確信は持てない。戦前の鳩山春子の自伝中にある写真(注;復刻版の自伝はかなり
真が部られている)や、早稲田大学に残る写真などを探してみたが、少女期の写真l点と中年以降の写真
数点があるのみで、 20代後半、あるいは30歳蔀後と思われる 1枚もなかった。
結局、行き詰まってしまったが、ふと思いついて、先日、鳩山会館を訪ね、係の方から丁寧に説明をし
ていただきながら古い写真を見せて貰ったが、同一の集合写真はなかった。また、明治20年 (1887)前後
の展示写真も見ることができたが、集合写真の女性と比べてかなり印象が違うように思った。実i奈の鳩山
もっと精惇な顔付きである。確定的なことはいえないが、現時点では、集合写真の女性を鳩山春子
と同一人物とするのは難しいように思う。
この女性が鳩山でないとすると、楠村花亭、師岡 伸、上野 銀、加藤錦子などが考えられるが、現時
点では資料がないために判定のしようはない。
撮影時擦についても明確な根拠はなく特定は国難である。ただ、メンバーの就任、辞任の時期を参考に
することである程度のことはいえる。
多賀泰子は、明治14年 (1881)8月母校東京女子師範学校関属女子小学校に就職するが、 1月には鳩山
和雄と結婚するため辞任している。しかし、明治17年 (1884)7月、鳩11は東京女子師範学校に復職して
いる。
小西は明治13年(1880)中の就任で、 17年(1884)に文部省役人を兼在している。渡辺は明治14年(1881)
中に就任、合併創のごたごたで、 19年(1886)2月、自ら辞任している。
クララは、明治13年 (1880)2月、幼誰園を辞め、 3月からは員外保婦となって、時々は、幼誰関にも
顔を出している。松本は明治18年(1885)、秋出県女子師範学校に移り、教頭をつとめるが、 19:fJ三 (1886)
には秋田を辞め、フリーの教育者となったとされている。
この写真には、近藤 浜と横)1楳子らしい女性は写っていない。近藤は14年 (1881)10丹辞職し、横川
は、 17年 (1884)12月辞職して八王子に帰っている。
分かつている範囲で最も採用の遅い渡辺の採用年からいえば、明治14年 (1881)以i海の写真であること
はまず確実である。また、全員夏服ではないことから、明治14年 (1881)秋以降の写真であることも確か
である。この写真は何かの行事等の記念写真であろうから、現職の者が写っていないこともあるし、退職
した者が写っていても問題はない。ただ、諸氏の年格好からいって、 14年からそんなに大きくは下らない
と思う。
これはあくまでも「想像」であるが、豊田英雄が洋装をし、中央に収まっていることから、明治20年(1887)
秋、洋行する英雄の壮行会時の写真か、あるいは、明治22年(1889)1月、ヨーロッパから帰ってきた持
の歓迎会の写真とすることも可誌ではある。
いずれにしろ、この写真は、明治初期に東京女子師範学校を支えた人々の雰囲気を伝える非常に貴重な
ものであることだけは間違いない。
当時の東京女子師範学校教員の地位は相当高いものである。日暮忠誠編 (拡隆社)の明治10
年 (1877)6月版で見ると、文部省の項で、掲載されている学校は、当然官立だけであるが、東京大学は
じめ9校だけであり、教員は、それぞれ綜理(注;東大各学部長のこと。学長はいない)や校長を含め、
東京大学(予備門含む)26名、東京外国語学校14名、東京師範学校6名、東京女子師範学校7名、大阪英
語学校2名、大阪部範学校3名、長崎師範学校5名、宮城締範学校5名の名前だけが掲載されている。
東京女子師範学校では、議寝中村正直、三等教諭永井久一郎、五等教諭宮)1保全、四等訓導松
本荻江女、同 豊田英雄女、五等訓導坪内墨泉、同 武村千佐女の名前が掲載されているが、これらの
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教員はエリート校のエリート教員だ、ったのである。豊田英雄は、明治四年(1886)2月20日、東京高等女
学校に移るまで、本校の教員として名前が f官員録jに掲載されており、本校と幼稚閣の兼務はずっと続
いているのである。
後には f官員録jに、幼誰圏、前属学校教員等も掲載されているが、この年はまだ本校の正規教員しか
掲載されていないため、附塙幼稚園の関 信三、松野クララ、近藤 浜の名前はない。
2 東京女子師範学校の教脊の実際と共立女子職業学校の設立
2. 1 東京女子陣範学校の教育の実情
ここに掲げた表は、明治13年 (1879)7月、規那改正で示された本科，課程表である。創業時代の授業科
目は、大枠はそれほど変わらないが、規出の改正毎に、内容的には徐々に整備されていったようである。
明治8年(1875)日月29日、東京女子師範学校は、「育幼ノ責ニ任スjレ者ヲ養成スルJことを謡い、「修
業ノ期ヲ五年トシ教科ヲ十級ニ別チ各級六箇月ノ課程ニシテ一日四時半ノ課業トスjとして教育活動を始
めるが、 l年半後の明治10年 (1877)5月には、目的を川、皐の師範たるべき女子を養成するJと明確化
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表2 本科諜緯表(39)
登岡英雄と主主意Ij期の幼稚園教育に関する研究(5)
一堂悶英雄と明治前半期の女子教育との関わり 59 
し、修業年限を 1年半短縮して3箇年半としている。また、それからおよそ2年後の明治12年(1879)7 
月には修業年限を半年短縮して3箇年に修正している。
当初、 5年の修業年限が設立3年半後には3年となったのだから、この点に関しては大きな変わりょう
ではある。
さらに、福~~美静が摂理となって、明治13年 (1880) 7月、規則が改正され、小学校教員として必要な
学科に加え、この表中にも見られるように幼児保育術を課程の中に取り込み、小学校教師の養成と併せて
幼稚閤保婦の養成をも目的とすることになった。
そのため、明治1年(1878)6月27日、本校にできたばかりの保締練習科は明治13年 (1880)8月をもっ
て廃止となる。本科生が小学校教員の資格と共に保婦の資絡を得られるようにしたのは、一見、iW進のよ
うにも見えるが、卒業生は条件のよりいい小学校へと流れ、最初から幼稚国保婚を自指す者は少なかった、
というのが現実である。
しかし、東京女子師範学校は、この課程表にあるように、修業年眼は錠縮しでも、中等学校と同等の水
を保ちながら教義豊かな教員を養成していこうとする姿勢は保っている。
明治12年 (1879)年2月13日、同校は第一回卒業式を挙行するが、卒業したのは第一期入学者74名中日
名である。明治12年7丹には、第二回卒業式が行われ、第一期入学者の18名が卒業している。二闘の卒業
式を合わせても入学者の半数以下しか卒業できていない。病気や学力不足等で退学する者も少なくなかっ
たのである。 2月半ば過ぎには鹿児島へ赴く農田英雄もこの卒業式には出席したものと思われる。
創業時代の東京女子締範学校の教育の生々しい様子については、制度史などでは知る出もないが、当時
の教師や生捷の筆記や述壊などで窺い知ることが可能で、ある。開校時の教師の一人である畳間英雄は「新
開いはらき 英雄競Jにおいて当時の状況を率直に語っている。
英雄によると、採用された教締は、深い漢学の素養があったり、英学を身につけていた者はあったが、
英雄自身を含め、数字の書き方、計算の仕方などについては、勉強する機会が無かった者もいたのである。
嘗時の教諭の中に宮山保全といふ方が数撃を教へたのでしたが、教師も算数の智識が必要だといふの
で男女教員とも授業の余暇に敷祭を教はりました、私など数字の書き方から習ふ騒ぎです、十!虫靖さん
は嘗時珠算を知ってゐて大威張りでした。
先生が習ふなんて今から見ればをかしいが、何もかも創業時代の事ですから護ったことのみ多いので
す(40)
概橋は商家の出であるから就任以前に珠算ーなども抵抗感なく勉強できたのかと思われるが、一部の人を
除けば、一般の武士やその娘たちが洋算を習うことはあまりなかったようである。人一倍勉強好きな英雄
ですら洋算に関しては学ぶ機会を持たなかったのである。英雄も棚橋と同じく先生が生徒になってしまっ
た紀州出身の多田の例を紹介した後に次のように述べている。
荘、は、 j莫壌と控史、地理を受持ったのですが教科書なく、種々の古典を用いましたが、初年の
陛下が行啓になって御前教授の時に私は蒙求を教授した(前村注;開業後4年間に6疫も皇后の行啓
あったようであるからその中の授業の一つである)のを記寵していますから、そんなものを用ひたら
しいのです。先哲叢談杯も用ひました、また一般語審の方では輿地誌略を教授しましたが、教へる私
が教へつ、自らも世界の麿きに驚異の日を見張りつ、智克を康めるといった具合です則。
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英雄は、女子師範学校の生徒向きに作成された教科書があるわけでもないので、 f蒙求j、f先哲叢談i、
f輿地誌略j、f十八史略jなどを教科書代わりに罷ったようである。
は史書・経書・子書中の故実を児童に習わせるために、廃時代、 746年、李備が成立させたニ
巻からなる初学者向けの書である。内容は、上吉から南北朝時代までの有名人の言行を四字勾の韻語五九
六句に織り込んだもので、わが障には王子安時代初期に入ってきたとされている。わが国では広範に読まれ
た蓄の一つでありさまざまな注釈本がある。ただ、子ども向きの書といっても、 f枕草子j、f源氏物語j、
江戸時代の文学作品などに与えた影響は大きい。
いわば有名人のエピソード集といえるが、卒業式歌「蛍の光jに由来する「孫康映雪本j乱緊蛍j、夏目
激石の名前に由来する「孫楚激石j、あまりに有名な「孟母三遷Jのように、巷関広く知られているもの
も多い。 i英学を学ぶ者にとっては必要な基礎情報が盛られている。
英雄がどういう版(テキスト)を使ったかは分からないが、英雄にとって f蒙求jを材;r-lにした講義は
たやすいものだ、ったであろう。ただ、 1蒙求jはすでに習い終えている、という一部の女生徒をいカか、にi満筒
足させながら講義をするかは悩みどころでで、あつたかもしれなしい、、。次の2写z手A真が f蒙求iの「孫康康-映雪耳幕王}胤乱緊
蛍jの真である(凶4招制2引)
?先哲護談jは、原 念斎がi漢英文で江戸前期、江戸中期の{嬬需学者者17η2名について書き記したものであるが、
近世世-儒学を知る tでで、貴重な一書といわれている。耳文 1)上げられている代表的な儒者には次のような人々が
いる。
-藤原慢鵠(朱子学者。京学iJ表。仏教との融和を心がけ、神道と朱子学の一致を説いたとされる。林
経LJは弟子)
-林 羅11(朱子学者。江戸期の官学の基礎を築く。上野の学問所・先聖殻は後の昌平繋となる)
写真(5)ー 3 r繋求ji孫藤映霊草箔L緊蛍jの頁
豊閃英雄と草創期の幼稚問教育に関する研究(5)
と明治前半期の女子教育との関わり一 61 
-中江藤樹(初め朱子学を学ぶが、晩年陽明学の蓄に接し、わが国陽明学の提となる)
-伊藤仁斎(古義学者。朱子学に疑問を抱き、直接古典の真義をつかみ仁義の実践をすべきだとの考
えを持つ。 門弟は王子余人に及んだといわれている)
-新井白石(朱子学者で政治家。教学と政治の一致を理念とする。幕政を補佐し、韓廷と幕府の関係
改善、金銀貨の改良、外国貿易の制限などをしている)
-荻生f且旅(初め朱子学を学び、後、吉文辞学を提唱。古典主義の立場から政治と文芸を霊視)
{需学も学んで、いた英雄にとって、 f先哲議談jをf吏った講義はそれほど苦もなく、楽にできたのではな
いかと思われる。 f先哲叢談J(43)の冒頭部分は以下の写真のとおりである。
写真5)-4 r先哲議談j冒顕部分
『輿地誌略jは、明治4年 (1871)、内田正雄が大学南校から出版したものが最初であるが、描沢諭吉
の『学問ノススメj、中村正寵の f西国立志編jなどと共に、明治初年の大ベストセラーの一つである。
芙雄が明治4年 (1871)大学南校版を使ったか、明治7年 (1874)の官版を寵ったかは不明であるが、次
の3点の写真は、それぞれ筆者所有の『官版 輿地誌略j巻ーの亜細亜編の表紙酬と説明部分(45)、巻三の
欧州編(46)から取り出したものである。
f輿地誌略』は世界地誌あるいは世界地理教科書というべきもので、先のニ書が江戸時代から引き継が
れた古風な f教養jであるのに対し、こちらは新しい持代の新風の「教養Jである。したがって、教師に
とっても、生徒にとっても新鮮で、知的欲求を満たすものであったし、いつかこの地誌にあるような国へ留
し、社会的に活躍する人材になろうと夢見た少女もあったはずである。
既述の山JI菊栄の母青山千世は開校第一期生であるが、菊栄の母千世からの開き書きには、当時の生徒
の真っ正直な感想、が鍛られている。
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5 r官版輿地誌賂j巻ーの亜細亜繍の表紙
写真(5)…6 亜細亜舗の説明部分
長田英雄と草創期の幼稚鴎教育に関する研究(5)
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写真(5)-7 券三の欧州繍部分
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中村先生のほかにも、先生がたの中に当時知名の士が多く、学者として、詩人として間こえた永井荷
風氏の父君(注;永井久一郎、明治10年 (1877) 4月27日就任。明治12年 (1879)に内務省に転出)
は教頭(注;監事)でもあり、実際に授業もされました。数学は幕末洋算家三人と称えられた一人宮
)1保全(注;維新時、 15歳で、沼津ー兵学校にも入っていないので、明治初期洋算家三人というべきか)
という人に習い、四期、幾何、三角の初歩などをやりましたが、この先生は後に共立女子職業学校(現
在の共立女子大)の創立者となりました。習字には坪内みつ子という三十余りの独身の先生があり、
男にも珍しい漢字の能書で、その人の書いたお手本を見て千旺の父が「へえ、これが女かい。女が}書:
様(からょう)を書くのかいjとび、っくりしたほどでしたO 女の手習い師置はいくらもありましたが、
「からよう」でお手本の書けた人は前後にこの人ひとりだ、ったでしょう間
千世などは別にしても第一期生として入学した者も、数字が書けなかったり、計算ができなかったり、
数学の素養のない生徒が大半であり、入学に必要な総合的な学力を備えている者は少なかった。ただ、数
を除けば第一期生には優秀な生徒が揃っており、良くいえば自信瀧々の生徒たちであり、悪くいえばf生
意気なJ生徒たちでもあったようである。千世の言葉には女性教師の学力不足に対する10代の少女の不満
の芦が弾けきっている。
ことに第一期生は粒揃いといわれたそうで、棚橋さんの手に余った様子。生徒の方では女史はできな
いくせにできるふりをする、人間がいやみで鼻もちがならぬと嫌い、女史の方では質陪を嫌って、
に習ってきたことを機械的におしえるだけ。いつも質問にその場で答えられず、いちおうごまかして
おいて、次のときに夫から習ってきて訂正するという調子でした。しまいには学校当局にたいし、
徒がなまいきで教師たる自分を侮り、わざと意地のわるい質問をすると訴えて抑えようとしたので、
ますますパカにされ、 f也の教師との折りあいもわるく、欲が深いという非難もあり、平く辞職しまし
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ここでは徹底的に教締を批判しているが、これは女子き嫌いの激しい10代の少女から見た教師橡であっ
て、必ずしも擁橋の実力や人柄を正確に抱撞したものとも思えないが、棚橋にもこの年頃の生徒の扱いに
不慣れで、対応のまずいところもあったのかと思われる。
ともかく、難しい年頃の生徒たちではあるが、同郷の大先輩でもある英雄に対しては千世の見方もやや
異なっている。
も一人の女教錦、豊田英雄さんは水戸藩の入、大日本史嬬修、弘道館教授として功のあった豊田夫功
の息子小太郎の奏でした。小太郎は藩命で長崎に留学、関学や工業技術を学び、烈公の信任摩かった
人ですが、開田派というので京都で譲夷党に暗殺され、新婚まもない英雄さんは十代(注;二十代初
め)の若後家となって維新を迎えました。母は藤田東湖の妹、父も水戸藩知名の士桑原力太郎 o往主;
幾太郎O 力太郎は兄)で
習つたそうでで、した。晩年の芙雄さんは私にお茶の水の昔話をして、「私も先生をやめて生徒になりた
かったのですがね。家庭の事清が許さないのでやむをえず先生をしていましたよ、できないのにねj
と無邪気な高笑いをしましたが、こんなふうにこの人は至ってあけっ放しの、さらっとした性格でい
やみがなく、わからないことは正直にわからないといい、「ほかの先生にうかがって見てjと正恵に
いって、次の機会にそれを報告するので生徒に好かれたそうです(制。
棚橋絢子が教師として採用されて半年ほどで辞めたのは事実である。上京後、夫大作は東京の学者たち
と盛んに交流をしていたが、その中の一人に描沢諭吉がいた。福沢は慶応義塾に通っている茶華族家の姫
君に英語を教えていたが、他の学問を教えたり、生活を監督できる人を探していて、絢子に直接会って、
人物を見定めた上でその役を依頼することになったのである。
棚橋は学校に迷惑をかけてまで辞めるつもりはなかったが、摂理の中村正直に相談したところ、「あな
たに、今、止められることは、女子師範皐校としても、困るのだが・・・.J (日)
と言いながら熟考の上、
fあなたに、今、止されることは、準校としては困るのだが、しかし、折角、そんな結構な話があるも
のを、撃校の都合のために、みすみす簡はってしまふわけには行かない。あなたの身のためも考へなけれ
ばならない。こ、に務めてゐるよりは、その話の日の方が、あなたのために、どうも好さそうに患へるか
ら、行くことにしたらいいだらうJ(51) 
ということになったのである。中村の判断には棚橋が生徒との関係で間り抜いているという事清もあるい
は織り込まれていたのかもしれない。擁橋と某慈族家との約束は3年であったが、姫君側の「とある事情J
で約束は l年半で自然消滅し、その後、棚犠は学習院の教師となっている。
生提たちが最も持て余した教科，は理科だ、ったようである。教科書には『博物新編j、f格物入門jなどの
漢訳が使われており、漢文そのものは読めるが意味については、さっぱりわからないという状態だったの
である。青山は次のような事件を語っている。
そんなことも原因だったのでしょう。ある教科書がむずかしすぎると教室で生徒の中からこぼす声の
出たことがあります。すると先生の方では、男子の師範でも同じものを使っているが、そんな泣震を
いうものはひとりもない。そういう戸が出るのは本気に勉強する気がないからだ。あなた方は学問す
豊田英雄と草創期の幼稚間教育に関する研究(5)
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る気でこの学校にはいったのか、嫁入り前のおけいこごとのつもりではいったのか、ときびしく叱り
つけられました。その後苦情も出ず、せっせと勉強していたところ、休暇がすんで新学期会迎え、元
気いっぱいで学校にいってみると、あにはからんや、問題の教科書が変ってばかにやさしいのになっ
ているではありませんか。生徒は憤慨し、千世らクラスの代表数名が学校当局へ交渉に送られました。
学校では前の教科書はむずかしすぎるというからやさしいのに変えたのに何が不平か、といいます。
生徒の方では、あの本をむずかしいというのは私たちの心がけが惑いと先生から教えられたから、一
生懸命勉強して二度と変えてくださいとは願わなかった。それを生徒に無断で変えられては回る。こ
んどの教科書ならわざわざ学校へ来て勉強する必要はない。勉強するはりあいがないからもう一度前
のに返していただきたい、と頼みました。学校側では、なにしろあなた方はわがままだ、生徒の分際
で学校のすることにいちいち口を出すのはまちがっている。みなさんの希望はこちらでも考えてみる
が、今日のところはこのまま部屋へ帰っておとなしく勉強しなさい、ということで要領をえずに帰り
ましたが、まもなく教科書はもとのに返ったので生徒は大満足。それきり何につけてもむずかしいの、
できないのと弱音をはくものはなくなりました側。
ともかく教師にとって扱いにくい生徒たちではあったが、徐々に、難しい教科についてもやる気を出す
ようになっていった様子である。
先にも触れた多賀春子(鳩山)は、青山千世ら第一期生に2年10カ月遅れて東京女子師範学校本科に入
している。泰子は、突然、官立東京女学校が廃校となり、該校生徒の受け皿として急逮東京女子師範学
校に付設された特別英学科に入学し、明治11年(1878) 7月、同科を首席で卒業し、同年9月、試験を受
けて本科に入学したのである。
春子は、官立東京女学校と東京女子師範学校の双方を経験しているため、両者の違いを比較しながら
震な述懐をしている問。
私は入学後漸次級を飛び越し、 自に英語も最上級に編入された時、楽しい私等学生の身の上に一
大不幸が落ちて来たのです。それは忘れもせぬ十年三月の事です。多くのお友達が蛍雪の功を襲みつ
つ有ったこの学校が麗校になったのでありました。原因は解らなかったが、兎に角生来初めての学向
上の悲哀を感じたのです。折角今まで計画を立てつつ勉強して来たものが、ここにばったり道を失っ
て途方に暮れたというかたちでありますから、私の失望は到底言葉にも尽されません。時窓、の友は文
部省で私等の為に新に設けられた師範学校中の特別英学科に移りましたので、私も兎に角これに入り
ましたが、西洋人の教師はなし、実につまらぬものなので同志と等しく途方にくれたのでした。廃校
になった事は後に圏難に遭遇の場合の忍耐と、人間万事塞翁の馬であるとを教えられた体験のひとつ
でありました。
官立東京女学校の廃止の決定は明治10年 (1877) 2丹2日のことであり、その理由を商南戦争勃発に伴
う経済的理由にあるとする説もあるが、私学校徒が鹿児島で政府の火薬庫を襲撃するのは、同年l月29日
のことであり、西南戦争の事実上の始まりは2月15日のことである。
したがって、いかに火急のこととはいえ、 lカ月の検討もなしに、一官立学校の廃校が決定されたとす
るのは理解しにくい。経済的理由があったにせよ、廃止という政策立案、成立、実行のプロセスには一定
の時間を要するはずである。何か他に理由があったのであろうが根拠となる資料を持たないのでここでは
これ以上の雷及はできない。
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いずれにしろ、泰子の落胆は非常に大きかったが、東京女子師範学校の英語科を経て、あまり気乗りも
しないまま本科の読書算術作文等の一次試験に受けてパスし、二次の口頭試問を受けている。
最初のは日本外史後北条氏の外史氏論文でした一中略;中略は能村による一私は先ず外史氏という意
味から説いて完全に説明したので、中村先生は感心されてか「十八史絡の試験は必要なしjとて省か
れ、且つ帰途途中幹事の永井先生から「初級より一級ょに入れますJと宜告されましたので、非常に
満足を感じてそれを帰宅後父に告げました。その嬉しさは未だに忘れません。新くして十一年九丹に
師範科本科に入学し、二月に入学した人と同じ級に入ることを得たのであります。この時分入学と卒
業はニ丹と七丹、二囲であったと覚えております。
竹橋女学校と師範学校とは生徒の種類が全く異っています。前者の方は、当時の元老議官とか、そ
の他高位高官または紳萌などの令嬢等が多いものですから如何にも悠暢に出来ています。それで丹謝
も高ければ、生徒の扱いも良いという風です。服装は一般に華美で、、何処までも姫様的に出来上がっ
ておるという有様でした一中略;前村による中間合一これに反して師範学校の方では全然入る者の気分
が異い、報装からして質素であります制。
春子は優秀であったから飛び級も当然で、あったが、服装からして官立女学校は華美で、女子師範は質素で
あったと述べている。豊田英雄の提案したものといわれているが、女子師範生徒が男子のような小倉袴を
身にまとっていた時代である。家庭の経済的レベルや生徒の目的意識も異なっていたようであるから、服
装の華美と質素の違いも生まれるべくして生まれたのである。
また、この頃、女子師範では全員寄宿舎に入札官費で一カ月四円去十銭ですべてを賄ったと春子は記
している。書物もすべて学校が貸与したので殆ど小遣いはいらなかったとも述べている。また、勉強の中
身については少々長いが次のように記述している慨。
師範学校に入学して段々と日の経つにつれ、私の深く感じて来たことは、この学校の学科の中には
暗記物の多いことです。竹橋女学校(注;官立東京女学校のこと)の暗記は英語を覚ゆる為と思えば
面白かったが、日本語の暗記はつまらぬ様に思われました。それは少しも実力養成という方面には力
を尽さないで、機械的に覚え込むような気がしたからであります。竹橋女学校の時分は英語の力がつ
くと思って一生懸命でしたが、日本語でしかも地理にしても何慣の産物だとか、場所の位置名称だと
か、又は金石等はその比重だとか、動植物学はその分類だとか、化学の如きも何々の製造という風に
矢張無意識の暗諦のものが多く、且つ先生方が皆勉強家で、専門的に沢山教えて下さるので暗記するの
が随分間難でありました。漢文、歴史、理科、作文、経済、教育及び教授法等は私の貯きな学科とて
別段に苦しみも致しませんでしたが、商学は不得手で先生が奨励されるものですから無拠勉強したも
のです。それに数学にしても幾何、代数、三角まで教わりましたが、その中代数の式題が頗る面倒な
ものでよく計算を間違えて回り、一度の宿題にしても式題の多い持は約二百題位宛課せられたものな
んです。それを正寵に皆勉強すると随分持潤を要しますので、つい自分の好きなものを余計に勉強し
て、嫌いなものは遅れがちになり、後から後からと追駆けられて語る様な次第でありました。この数
学の問題ばかりだとよいのですが、何様すべての先生が少しも余計に注入せんと試みらるるのですか
ら、生徒の脳力の負担と申すものはそれは莫大なものでありました。あらゆる便宜を与えられて勉強
の出来た竹橋女学校時代とは、雲泥の差異があったと申しでも敢て開違いではないでしょう。
こういう訳ですから、生徒の中には随分勉強家が多くて、何誰でも一生懸命に唯臼も足らぬという
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具合に励まされたものです。とにかく機械的にしろ、暗記的にしろ、それを教えるという教師の熱心
さも大したものであったし、生徒にも勉強家が多かった故にこの学校は一方から考えると余程私に益
したかとも思われます。題囲のお友達が盛んに勉強されるものですから、私も好まぬものでも勉強す
ることになる。もちろん竹鵠女学校時代は盛んに勉強は致しましたが、それでも自由に便宜の良い様
にして、自ら好んで楽しく勉強したものですが、ここではそうはゆきませんでした。
東京女子師範学校では、先生も生徒もまじめで、知識の暗記や計算の練習なとやに追われていた様子が良
くわかるが、 は閉口しながらも、崩りの生徒の刺激もあって、そうした勉強にも自分なりに取り組ん
でいったことカfわかる。
2. 2 幻の米国留学
多賀泰子は女子師範学校の生徒時代に「幻の米国留学J事件に遭遇することになる。泰子の学向上の第
二の悲劇である。
明治12年 (1879)4月末境、数学の授業中に春子は摂理室に呼ばれ、米国留学の話を初めて開いた。留
学者は多賀春子(米国女子部範)と加藤錦子(米関幼韓国)と丸橋光子(米国女子師範)の3人で、
は、同年5丹13日、文部大輔田中不二麿から「女子師範学科修業ノ為米国ヘ差遣候事1!l.シフイラデルフィ
ア女子師範学校へ入学致スベキ事」の辞令を受けている。
出発は 7月20日と決まっていたので、春子らは3カ月弱学校を休んで、準備に取り掛かっていたが、 7月
になって、突然、洋行中止の命令を受けるのである。
如何なる理由で中止されたのかはよく分かりませんが、何でも閣僚の中に「女子が米閣の教育に深
入りするのは我国風に適しないだろうjということを強く主張される人があったので、遂に中止になっ
たものらしいのであります倒。
泰子は、竹橋女学校がi賞れた時よりもさらに深いショックを受けることになったが、政界における反動
派の横槍が入った、というのが事の真相である。 3人の身を気の毒がった文部省は準備に要した費用の弁
償を申し出、学校はそれぞれの級を一級昇級することを申し出たが、こんなことで3人の失望を拭い去る
ことができるはずもなかった。
教育界にも儒学的な復古主義が影響を与え始めていたのである。この時代は、女子の留学、女子の社会
的進出を奨励する新勢力と、それを頭から押さえ付けようとする!日勢力があったのである。ただ、 3人と
も、留学生として選抜された程に優秀であっただけに、卒業後は、そろって本校、附属小学校、附属幼稚
菌等の教員として採用され、豊田英雄の同僚として活擢することになる。
2.3 競欝教員の立場
東京女子師範学校では、数学、理科、 盟問といった領域ではすでに高度な専門家が教師として送り
込まれており、その力量は生徒が短期間で越えられるようなレベルではなかった。
しかし、英雄らのように「読書教員Jというのは位龍付けが椴妙であり暖味である。もちろん、
員といっても、いわゆる「読書jの教員というわけで、はなく、講読を通して漢学や歴史や地理の教育を担
当する教員のことである。設立当初は、読書教員には、漢文、歴史、地理、修身など、多様な範轄のもの
が諜されることになり、漢学の古典や欧米の翻訳書の意味・内容を講読することによって、幅広い教養を
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教授するということであった。教員の定数が限られていた当時としては、「読誉教員」のように幅広い教
科を担当できる者がいることは、学校側としては好都合だ、ったのである。
講読は現代の大学などでも一つの勉強法として残っていて、あえて否定されるべきものでもないが、そ
れぞれの専門領域を専攻した教師が育ってくると、読書教員も漢文であれ、地理であれ、腰史であれ、自
らの専門の領域を明瞭にしていかなければ、名実共に女子の最高学府である学校の教員としての地f立は不
安定になる。豊田英雄ぐらいの力量があれば f漢文Jあるいは「修身jなどの教科の専門家として立つこ
とは十分可能で、あった。
しかし、英雄の場合は、本校の教師として籍を残しながら、東京女子師範学校附属幼稚園の保婚を兼務
したことで、わが国ではまだ専門家が皆無の保育法の世界で専門家となることができたと同時に、わが国
に幼稚園教育のー粒の種を蒔き、それを育て上げていったという、幼稚関教育のパイオニアとしての霊史
的役部を果たすことにもなったのである。
したがって、中村正薩の勧めであったとは思われるが、英雄が幼稚関教育の世界へ入っていったことは、
英雄の人生にとっても、わが閣の保育史においても幸運な転進だ、ったというべきである。
また、英雄は、明治18年 (1885)3月25日、文部省より「女子師範学校幼稚留保育法及び家政科教員免
許状Jを受けている。この日、英雄の専門が初めてオーソライズされたのである。その後、明治34年(1901)
3月18B、「高等女学校、国語漢文科教員免許状」を受けている。
2.4 豊田英雄と共立女子職業学校
明治初年から明治12、3年頃までは、雨後の街のごとく、大小の女学校が生まれている。漢学、和学を
中心とするもの、英語を取り入れた進歩的なものなどいろいろであったが、 l年あるいは数年で廃校となっ
たものが多いのも、この時代の女学校の特鍛でもある。
明治13年 (1880)から明治17年 (1884)頃までは、女子教育の萎縮期であり、明治15年 (1882)7月、
東京女子師範学校に附属高等女学校が設置されるなどいくつか注自に値すべき動きはあったが、全体に女
子教育は停滞している。
多賀春子は、明治13年 (1881)7丹13日、 20歳で東京女子師範学校を卒業している。 8月、母校の附属
小学校の教師となるが、 1丹、鳩山和夫と結婚することになり退職する。鳩山に春子を紹介したのは、留
学中の友人で、本校監事で欝 信三の没後、幼稚菌監事を明治13年 (1881)まで兼証していた、作曲家神
津善之の先担でもある神津専三郎(注;伊深と共に洋風唱歌を導入した人。詳しくは唱歌の項で後述する)
である。
鳩山和夫は若い頃は東大講師をしていたが、ちょっとした震い過ぎが原田で退職し、後に、弁護士とな
り、再び東大に廃って教授となる。また、早大校長、衆議院議長などを歴任している。春子らの結婚披露
宴には、春子の学生時代の友人らと、福羽美静女子師範学校長はじめ同僚たちも呼ばれている。輩出英雄
も当然披露宴に出席したはずである。結婚後、鳩山春子は、明治17年(1884)、再び母校の教壌に立つよ
うになるが、泰子の学問上の三度目の試練は明治団年 (1885)に襲ってくる。
時代は、明治団年(1883)1月に落成した鹿鳴舘を舞台に毎夜のように夜会が寵され、いわゆる鹿鳴舘
時代の最盛期を迎えていた。わが国における「にわか作りの社交界Jの登場である。上流階層の人々は競っ
て外国人について社交ダンスを習い、洋装会するようになった。こうした嵐潮は地味で堅実な校風の東京
女子師範学校の女生徒にまで影響を及ぼし、生徒の髪型、服装が変わり、学科の中に社交ダンスが導入さ
れるということになった。鹿鳴館時代は、日本語の廃止や、人種改良まで唱えられるというあり様で、行
き過ぎた欧化主義に対しては、国粋主義者だけでなく、自由民権運動家も批判的で、あったとされている。
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しかし、日本画家で東京女子師範学校教師の武村も洋競を発注し、クララに洋服の着付けのことを習い、
鹿鳴館と関わっていることが明治18年 (1885)の日記に詞える (57)
五月一日金曜日晴
本日より女子師範事校に於て舞踏演習舎始まる。鍋烏寵大君を始め貴額の男女客参られ舞踏せらる。
七月三自金曜日靖
洋服出来、問中より送付。午後七時半より舞踏含始まる、来賓あまたにて盛舎なり、夜十一時散含。
(注;以下前村による略)
七月四日 土曜日
午後一時より鹿鳴館へ行く、婦人慈善舎の相談舎なり。(注;以下前村による略)
豊田英雄が、鹿鳴館時代を歓迎していたのか、批判的に見ていたのかは不明であるが、芙雄はわが国に
おける「鹿鳴館文化Jの良否云々を越えて、明治20年 (1887)1月、自身が欧州へ旅立つことになる。
明治18年 (1885)8丹、参議院議官兼文部省御用掛森 有札は、東京師範学校の監督となって、東京姉
範学校と東京女子師範学校を合併させ、東京女子師範学校は東京師範学校女子部とした。 f東京女子高等
師範学校六0年史jは「時に高嶺秀夫が東京師範学校長で、本校校長那珂通世は合併と共に東京師範学校
教諭となった。J(田)ときわめて抑制的に記述しているが、合併前に那珂校長はひらに降諾され、東京臨範
学校の高峰校長が女子蹄範の教頭を兼ねることになったのである。この合併は、対等合併というよりは吸
収合併である。
自ら望む吸収合併ならばそれはそれで一つの解決法であろうが、突然、天から降ってきたようなこの合
併案に対しては、東京女子師範学校の校長以下すべての教員が猛反対をした。鳩山泰子の第三の学向上の
試練がこれである。武村はこのことを次のように日記に記している倒。
八月二十七日
u主;前村による前文略)母上一封持来り給ふ、いづくよりと燈火にかざして見るに蓄東京女子締範
率校よりとあり、いといぶかしき事ぞ、かしと中押開き見るに、今般女手師範撃校を東京師範事校に合
併せられしに付欝校長より告諭の旨に付明野出頭すべきよしなり。蕎女子部範挙校とあり、子佐いと
きていかなればいまの頃にしてかくはなりつるとさらにいぶかしさ晴れず。抑も同校は設立より惑
に十一年、司びと教締等の心謹しと生徒の勉強いみじきより年ましに撃事も進み、世の人も女子の克
持たらんは其校に入れ亭ばせばやと望をかく程になんありにしものをと惜しくもあり、又一つには文
部省にて撃事にいかなる便利かおはして斯くはなし給ふらんとおし量りかね、夢心地其夜はすぎこし
方を思ひいて夢もいとよふむすばざりけり。(注;前村による以下略)
武村らにとって、合併劇は突然のことで、寝耳に水、晴天の震露というべき驚博であった、と同時に、
無念千万なる出来事でもあった。武村は翌日の日記に次のように記述している制。
八月二十八日
出校す。午後二時奮校長、教員及職員一向を招かれて、本校合併の趣を告諭せらる。次いで、森監督(注;
森 存札)よりの害状を一統に示さる(注;この書状には教職員の身の振り方については最大課題己癒
するが、中には仕事の継続ができない人もあるかもしれない、ということが書かれている)。
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明治19年 (1886)2丹、幹部教員の宮)1課金と、裁縫では全国的に名前が知られていた渡辺長五郎は東
京女子師範学校を辞職する。二人は男の「意地」を見せたのである。
森 有礼l土、一方で鹿鳴館時代を演出しながら、一方では国家主義教育の完成を急ぐが、このアンチノ
ミー的な森の行動は誤解を生むことになり、明治22年 (1889)2月1日、大日本帝国憲法が発布され、国
内が祝賀ムードに満ちている最中に、国粋主義者の手によって殺害されている。祝賀ムードに水を差すと
いうことで、この日は、森の死は秘されている。
明治19年 (1886)2月、東京女子師範学校約属高等女学校は、文部大住官爵鮒属の東京高等女学校とな
るが、豊出英雄、武村千佐(耕藷)、鳩山泰子、丸橋光子は同校に移り、植村花亭子と愛知すみ子が兼任
として名を連ねている。事実上の東京女子師範学校の解体である。
この臼のことは f耕藷集jの日記(抄)にはないので、 f共立学額六十年史jから引用すると、武村は
次のように記述している附
一門-，日土曜日
文部省より御用在に付 午前十時本省へ出頭す依願免官の僻寄付賜り 更に高等女皐校掛主怪仰付
らる 給料元の如し豊田氏丸橋氏等同様免官の上 高等女学校掛仰付らる 鮫島氏は蕎校へ縛任帰り
に師範挙校へ参り書籍等調べる
豊田、武村、鳩山、丸橋らもこの激震から免れることはできなかった。しかし、春子は先の官立東京女
学校の突然の鹿校、幻に終わった米国留学という 2授の悲劇においては、ただ廷然自失として、一人間々
とするしかなかったが、今回は東京女子締範学校のほとんどの教員仲間と、 トッフ。が変わる度に教育理念
や内容までコロコロと変わる一貫性のない「官立Jの学校とは違う、性のある建学の精神を謡う私立
の女子職業学校を設立する、という戦いに共同戦線を張ることになるのである。
明治19年(1886)4丹、宮)1、渡辺の呼びかけで、 29名の発起人の名前を付して共立女子職業学校の「設
立趣旨」が発表されている。発起人の名前は次のとおりであるが、ほとんどが東京女子師範学校の関係者
である。
永井久一郎 那珂通世 中)11謙二郎
コ由課光 鮫島 宮)1 保全
小西信八 秋山四郎 武村千佐子
豊田英雄子 松本荻江子 上野銀子
丸橋光子 佐方鎮子 合原琴子
植村花亭子 鳩山春子 i度連辰五部
松岡登波子 安香芝!i子 益子
藤村晴子 愛知すみ子 奥 好義
柴田直記 11川!こ葉子 安達安子
後間菊野子 加藤米子
また、設立願いを出すまでに、手島精一、服部一三、矢野二郎、富田鉄之助、山閥次郎の5名が加わり、
発起人は総勢34人となる。向校の f第一学年報告書jに開校年の教員としては次のような人々があげられ
ている。
愛国英雄と草創期の幼稚関教育に関する研究(5)
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校長服部一三、補佐手島精一、幹事宮)1保全、学科加藤栄、術科渡透辰五郎(裁縫科)、結城正
明(刺繍科)、跡見玉枝(関画科)、会監豊田英雄(嘱託) (悶
ただし、豊田英雄に関しては、舎監だけを勤めたように番かれているが、イタリアから帰国後、明治27
年 (1894)、英雄が根本 正の妻穂子などの協力を得ながら寄宿舎型女学校「翠芳学会」を設置した際に、
東京都に提出した、設置の願書に添付した履歴書には「一 間十九年七月公務ノ余暇発起人数名ニテ共立
職業学校ヲ創設シ該校ノ学科ヲ受ケ持チ側ラ寄宿生徒ヲ監督スJ(耐とある。この履歴書によると、同校で
英雄は授業も担当している。芙雄は、文部大臣官房隙属の東京女子高等女学校の勤務の余暇に共立女子職
業学校の非常勤講師をしたのであろう。宮)1らの設立の趣意書の冒頭には次のように書かれている刷。
つらつら我関婦女の世を渡る有操を視るに、概其父兄良人に便りて、其衣食を仰ぐのみにでして、自
ら生業を管むことを知れる者甚少なし、一朝其杖柱と頼める父兄良人の不幸にあるにあへば、忽身を
虚するたつきを失ひて、俄に貧苦に縮り、徒に人を怨み、世ーを嘆(前村注;託)ちて、せんすべを知
らざるに至る者あり、その惨ましさいはん方なし、か、る有様に至るゆえゑんを推究むるに、女子の
教育いまだ遍からずして、震業を授くるの道行はれざるに由るなり、近頃女子準校の設世に乏しから
ざれども、其授くる皐科は、或は閑雅{愛美に流れ、或は高尚深遠に趨り、概文字章句の末に拘り、
業に疎くして、日尽に適せず、寛に小挙以上の皐校教育は専ら中人以上の師弟に行はれて賢く世の女
子に及ぼすを得ざるに歪れり、吾ら窃にこれを憂ひ、同志の者相謀りて、女子の職業率校を設け、
女子に適する諸の職業を授け、併せて、修身和漢文、英語、習字、算術の如き日用必需の挙科を教授
せんとするなり、然るに世の人或は職業としいへば、賎しき業として寂ふ者あれども、そは大なる謬
なり(注;以下前村による略)
メンバーの中には、普通の高等女学校を設置する意見もあったが、一握りの女子のための教養主義的な
高等女学校や女子師範学校とは異なる、多くの女子に自立の道を拓く、実学主義的な職業教育学校を創設
したい、とする宮)11保全の強い意見に条約されたのである。
当時の大多数の女性が置かれた社会状況からすればこれは大きな卓見であった。教科としては、甲乙の
ニ科に分かれ、前科は裁縫、編物、刺繍、造花、押絵、組紙、闘輩等があり、乙科，は裁縫、編物、刺繍、
造花、押議、組紙、紙細工、議細工、玩具、洗濯等があり、甲乙科とも を修めることを義務づけ
ている。
また、甲科生は韻書、 算術、家事、理科の5学科を必修とし、英語を随意に兼修できることにし、
乙科生は讃書、習字、算術の3学科を兼修させている。修業年限は申科'が3年、乙科-が半年あるいは 1年
としている。入学資諮は甲科が小学校卒業者もしくは同等の学力を有する者、乙科が年齢15歳以上である
程度読み書きができる者としている。まさに設立趣意書にあるとおりの「賞挙中心Jの課程である。
は、明治32年(1899)、共立女子職業学校の商議員となり、明治45年 (1912)、新設の家庭科の主伝となっ
て修身科等を担当し、大正5年 (1916)、校長補となり、大正1年(1922)には、第六代校長に就任し、
共立女子職業学校の顔となる。
しかし、英雄は、この学校と深く関わることはなく、清水陽子と高橋清賀子が後述するように、翌年、
明治20年 (1887)1月、イタリア全権公捜として派遣される諮)1篤敬侯夫人の髄行者として選ばれ、文部
省からは欧州の女子教育の実晴調査報告が命ぜられ(女子機業教育、幼児教育調査も命ぜられる)、欧州、i
に向け旅立つことになる。
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豊田英雄は、幕末の水戸に生まれ、水戸の女子小学校に勤務し、東京女子師範学校が創設されると、同
校教師として抜擢され、女子エリート校の教育に携わることになったが、同校附属幼誰盟創立に捺しては、
近藤 浜と共に日本人保揖第一号として採用されている。英雄は、本校教員の身分はそのままで、本校、
幼稚留の任務を掛け持ちすることになるのである。
英雄らは何もないところからプレーベル主義保育を導入し、定若させていったが、女子教育についても
まともなお手本があったわけでもなく、アメリカあたりの女子教育を参考に形造られたものを基に、仲間
と共に、日本なりの女子教育の中身を充実すべく努力していったのである。
明治19年 (1886)の男女師範の合併に際しては、間年2丹、東京女子師範学校時属高等女学校が文部大
臣官房F付属の東京高等女学校となると同時に、英雄は同校教員として異動させられるが、合併に反対する
旧東京女子師範学校の仲間と共立女子職業学校設置事業に参歯している。この女子職業学校の設置運動
は、英雄の欧州での女子職業教育調査の役自と震なるところがあり、帰国後、英雄自身の手による私立学
校設龍の伏線ともなっている。
東京女子師範学校は設立趣旨には良妻賢母路線を掘っていたが、当然、教育目的の中核には教師養成を
置いているわけで、実際に教師という「職業婦人jになった者も多い。また、問時に、教舗に限らず様々
な分野に進出していった卒業生も少なくない。同校は新時代における女性の社会的進出に大きく寄与した
のである。しかし、いっぽうでは、女性の社会的進出を苦々しく思っている守旧派勢力もあるわけで、女
性が社会的に自立していくためには、在学中も、卒業後も常に苦関が強いられることになった。
それは向校の女教師にとっても間様だ、ったのである。豊田英雄ら女教師に対する期待は大きかったが、
具体的なお手本が身近にあるわけでもなく、試行錯誤しながら「女子教育jと苦闘せざるを得なかったの
である。豊田英雄の東京女子師範学校持代の女子教育の総験は、宇都宮、水戸などにおけるその後の長い
期間に渡る女子教育に活かされていく。
豊田英雄は夫の遭難で寡婦となり、学問をし、塾を開き、女子小学校の教師となり、東京女子締範学校
の教師に抜擢され、わが国初の幼誰摺保婦となり、その後も終生女子教育と関わり続けているが、豊田英
雄の生涯は、新時代と果敢に切り結び、女性の社会的進出を自ら体現していった一典型でもあるのである。
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